




1　社　会　福　祉

(1)民　生　委　員

ア　地区別民生委員数　(定数534人)
(昭51.4. 1現在)

∴ + 東 部 西 部 南 部 北 部 中 部
計

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 1 2 1 2 3 4 1 2

男 2 1 15 5 1 7 19 1 3 1 6 12 12 8 10 13 2 1 2 3 9 5 15 14 1 1 10 19 2 8 8

女 17 10 2 4 8 1 4 12 3 9 11 13 9 4 3 6 3 1 1 16 14 18 15 1 1 2 3 1

計 38 2 5 2 9 25 3 3 2 5 19 2 1 23 2 1 19 17 24 29 12 16 3 1 2 8 29 2 5 30 5 19

イ　民生委員推せん制度

民生委員推せん準備会

(下部組織)

o　推せん会の下部組織としてー小学校の区域どとに熊本市民生委員推せん準備会をおく

o　準備会は民生委員候補者の下調べを行いー推せん会にその結果を内申する

(準備会委員)

o　準備会は委員9人以内をもって組織する

o　委員は小学校の区域内に住所を有Lt市議会議員の選挙権を有するものの内から推せん会委員長が委

嘱する校区社協　校区婦人会　校区民生委員　校区自治会　校区pTA　校区保護司　校区老人クラ

ブ　校区未亡人会　校区公民館各代表

民生委員推せん会

各校区よb内申された候補者をー民生委員法第8条による委員構成によれ民生委員推せん会によっ

て推せんする

ウ　処　　遇

民生児童委員報償金

総務　年数47,000円　　委員　年数42,000円(内27,000円は県より補助)

市電乗車券(全線パス) 3,00 0円相当

民生委員協議会運営交付金　年額1,7 63千円

費用弁償(大会等出席旅費)年額145千円
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(2)社会福祉団体一覧

(昭51.4.1環在)

名 称 代 表 者 所 在 地 設 置 日 的

法人 熊本市社会 星子 敏革 南千反畑町 1 0 - 1 熊本市における社会福祉事業の能率的運営と組執活動を促進

福祉協義金 し、もって市民の福祉の増進を図る

熊本市未亡人会 板倉アキノ 新屋教1 - 1 5 - 7 未亡人母子の相互福祉の対策を考究 し、その具体的実践によ

9 自立更生に努め生活の安定を図る

熊本市老人クラブ 渡辺 幸義 水道町6 - 1 5 老人の福祉増進を図る

熊本市遺族連合会 山 下 正 紺屋町2 - 8 - 1 遺族の団結、相互扶助、更生慰安を図少平和日本の隆盛に貢

献する
熊本市英霊癖彰会 沢田 一精 事蜘 8- 3 福祉会館内 英霊の顔彰 と遺族の福祉増進を図る

熊本市傷痕軍人会 川嶋 武正 紺屋今町 4 6 戦傷病者の福利増進を図る

熊本市原爆被爆者

の会

内田 草書 南千反畑町9 - 1 6 被爆者の相互扶助と福利増進を図る

熊本地区保護司会 免出 頭 * # 5 - 1 5 - 1 2 更生保護事業として、非行犯罪のあった者の更生を助長する

ため指導監督、補導援護を行って一般社会への復帰を計D 、

再犯を防止して社会を保護 し、もって個人及び公共の福祉を

増進するため犯罪予防活動を行うことをE 的とする

熊本B B S会

原水爆禁止国民会

議熊本県協議会

三宅新一郎 本荘 5 - 1 5 - 1 2 奉仕と友愛の精神をもって日常、非行少年のよき友達を志す

B B S 会員の質の向上と会員相互の連絡を図る

岡 武六 九品寺 1 - 1 7 - 9 あらゆる国の核実験に反対することを目的とする

核兵器禁止平和建

設熊本県民会議

沢田 一掃 新星敷 2 - 2 - 2 2 人類を渡亡する核兵器の製造中止を図る

熊本県共同募金会

熊本市支会

坂梨 日露 手取本町 1 - 1 共同募金の推進を図る

日本赤十字社熊本 星子 敏雄 手取本町1 - 1 日赤社資募集運動の推進及び災害救護活動を扱じめ赤十字事

県支部熊本市地区 業の推進を図る

原水爆禁止熊本県

協議会 .

豊原健次郎 九品寺 1 - 1 7 - ' 核兵器の全面禁止及び被爆者救援を図る

熊飽肢体不自由児

父母の会

福井 健児 坪井 4 - 5 - 11 5 熊本市地区の肢体不自由児の福祉増進を図る

熊本市精神薄弱者

育成会

阿部 次郎 紺屋今町4 6 熊本市の精神薄弱者 (児 )の社会人 としての育成を図る

熊本市身体障害者 鎌 EEl 大造 馬紫5 - 6 - 1 6 組欺強化並びに親睦 .生活向上 自立更生 .社会復帰の援助を
福祉協会連合会 図る
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2　生　活　保　護

(1)保　護　状　況

年 度

区 分 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

坐 世 帯 . 3,5 8 6 3,6 6 2 3.7 7 9 3,7 2 1 3 ,7 5 3

括

秩
人 員 7,7 2 7 7,7 3 7 7,6 8 3 7,3 9 3 7 ,4 2 8

助 金 額 (千円) 6 4 0,5 5 2 7 7 0,1 9 7 9 5 5,4 4 6 12 8 9,9 0 5 1,5 0 8 ,4 0 0

住

宅

秩

世 帯 2 ,6 9 1 2.7 7 2 2,8 5 4 2.8 5 5 2.8 7 2

人 員 5,9 3 2 5.8 7 4 5,8 2 3 5.6 1 4 5二6 0 4

助 金 額 (千円) 1 0 1,9 8 0 1 2 3,6 8 6 1 4 2.2 6 2 1 6 0,2 0 8 1 8 62 0 0

サ

育

秩

世 帯 9 1 7 8 7 3 8 3 4 7 7 8 7 6 6

人 員 . 1,5 8 4 1,4 8 9 1,3 9 4 1,2 9 8 1,2 8 7

助 金 額 (千円) 2 6,8 5 4 2 8 ,3 6 1 3 3,3 5 3 3 9,3 0 9 4 7,2 5 8

医

痩

秩

世 帯 4,3 5 0 4,4 4 1 4,4 7 6 4,3 9 3 4 ,3 9 5

人 員 5,5 4 8 5,8 2 5 5 ,8 7 0 5.8 4 1 5,9 6 2

助
金 額 (千円) 1,5 6 5,4 2 0 2ー0 1 3 ,6 1 4 22 5 52 4 6 3,0 7 1,3 0 1 3,4 1 4 2 8 1

也
産

秩

世 帯 0.8 0.4 1.1 0 1.3

人 員 0.8 0.4 1.1 0 1.3

助 金 額 (千円) 8 6 4 9 1 5 8 1 5 2 4 1 0

坐

業

秩

世 帯 3 1 2 5 1 0.6 3 .9 8.3

人 員 3 1 3 0 1 0.6 3 .9 8 .3

切 金 額 (千円) 2,9 3 8 3 .2 4 5 2 .1 6 9 1,7 4 5 1,8 2 6

葬 世 帯 1 3 1 3 l l.4 7 1 2二8

祭

秩
人 員 1 3 1 3 l l.4 7 1 2.8

I助 金 額 (千円) 1,6 6 3 3 ,3 1 3 3 ,3 8 7 3,1 1 2 4 ,8 7 0

保 護 施設 事 務 費 <? R) 1 2.3 6 6 1 5,6 8 5 2、12 1 8 2 9,2 4 0 3 8 .7 8 2

実

敬

世 帯 5,0 1 6 5,1 6 5 5 ,1 6 4 5 ,1 0 2 5,1 0 3

人 員 9,2 9 6 9,3 9 6 9,2 0 7 8,8 9 9 8 ,8 8 8

金 額 ( 千円) 2,3 5 1,8 6 2 2 ,9 5 8,1 5 0 3 ,4 1 32 3 9 4,5 9 4 ,9 7 2 5,2 0 2 ,0 2 7

(注)世帯及び人員は月平均、金額は年度絵計を示す

(2)保護率の推移(年度平均)

区 分 年 度
4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

市 2 0.6 1 ‰ 2 0 .9 2 ‰ 2 0.4 7 ‰ 1 8.7 2 ‰ 1 8 .2 3 ‰

県 2 4.9 8 2 4.9 3 2 5 .4 9 2 1 .8 3 2 0.8 4
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(3)保護措置状況

年 度

区 分 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

申 請 件 数 1,6 4 1 1 ,6 5 6 1 ,3 4 9 1 ,2 8 3 1 ,1 9 3

開 始 件 数 1,3 4 0 1 ,3 8 8 1 ,1 4 3 1 ,0 5 8 9 9 1

却 下 件 数 3 3 3 2 7 2 1 9 2 1 8 5 1 6 0

廃 止 件 数 1 ,2 3 0 1 ,4 9 5 1 ,1 6 0 1 ,0 9 4 1 ,0 0 2

(4)世帯の労働力類型別被保護世帯
(昭和5 0年度月平均)

区 分
就 業 ▼ 別

構 成 比

内 訳 世 帯

世 い

* 5W

常 用 勤 労 者 2 5 4
%

4 .9 8

日 雇 労 務 者 2 0 3 3 .9 8

内 職 者 7 7 1 .5 0

そ の 他 の 就 業 者 1 8 6 3 .6 4

世 帯 主 は働 いて い な い が世 帯 員 が働 いて い る世 帯 3 5 2 6 .9 0

働 い て い る 者 の い な い 世 帯 4 ,0 3 1 7 9 .0 0

合 計 5 ,1 0 3 1 0 0

(5)生活保護施設
(昭51. 4.1現在)

種 別 施 設 名 経 営 主体 施設 代 表者 所 在 地 許 可 年 月 定 員

救 護 銀 杏 寮 社会福祉法人 渡 辺 源 作 加茂町 4 1 昭3 5」.2 6 0

授 産 友 愛 授 産 場 〟 本 山 一 人 壷川 2 - 1 - 5 7 昭 2 8.1 2 4 0

医療保護 イユズス聖心病院 〟
マリ.ア/ネッ

ト.ベ 1)ユべ
上林町 3 ∵ 5 6 昭 2 7. 4 9 6
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3　児童・母子福祉

(1)保育所措置状況

年 度 公 私 立 別 申 請 件 数 要 措 置 件 数 措 置 件 数 措 置 率 (% ) 未 措 置 件 数

4 7

公 立 1 ,3 9 1 1 ,2 8 7 1 , 1 8 6 9 2 . 2 1 0 1

私 立 5 ,1 0 9 4 ,7 7 2 4 ,1 3 2 8 6 . 6 6 4 0

計 6 ,5 0 0 6 ,0 5 9 5 ー3 1 8 8 7 . 8 7 4 1

4 8

公 立 1 ,4 0 3 1 ,3 5 6 1 ,1 9 4 8 8 . 0 1 6 2

私 立 5 ,2 9 8 5 , 1 0 7 4 ,3 7 8 8 5 . 7 7 2 9

計 6 ,7 0 1 6 ,4 6 3 5 ,5 7 2 8 6 . 2 8 9 1

4 9

公 上と 1 ,3 6 8 1 ,3 4 7 1 ,1 8 9 8 8 . 3 1 5 8

私 立 5 .4 3 2 5 ,2 8 8 4 ,5 2 3 5 . 5 7 6 5

計 6 ,8 0 0 6 ,6 3 5 5 ,7 1 2 8 6 . 1 9 2 3

5 0

公 立 1 ,4 4 3 1 ,4 1 4 1 ,2 5 8 8 8 . 9 1 5 6

私 立 5 ,3 2 0 5 ,1 6 9 4 , 7 1 8 9 1 . 2 4 5 1

計 6 ,7 6 3 6 ,5 8 3 5 .9 7 6 9 1 . 1 6 0 7

5 1

公 j L 1 ,5 2 5 1 ,4 6 6 1 ,3 2 9 9 0 . 7 1 3 7

私 立 5 ,8 2 3 5 ,5 2 7 5 . 1 2 7 9 2 . 8 4 0 0

計 7 ,3 4 8 6 ,9 9 3 6 ,4 5 6 9 2 . 3 5 3 7

(2)階層別保育所措置状況
(昭51. 4. 1現在)

階層別

区 分

A B

C D

計1 2 3 1
2 3 4 5 6 7

基準 半額 基準 ・ 8 i 半貌 基準 m

公 立 .4 1 10 1 2 4 3 5 5 2 0 6 6 4 85 2 1 3 5 4 19 4 10 6 55 2 6 33 60 1,32 9

私 立 1 50 3 81 9 9 1 3 38 73 3 22 7 3 3 9 8 8 14 3 4 4 72 9 444 199 132 7 2 1 17 5,12 7

計 19 1 482 ,2 393 93 9 2 91 4 24 1 09 17 8 4 8 92 3 55 0 2 54 15 8 105 17 7 6,456
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(3)保育料徴収基準額
(昭5 1.6.1現在)

階

区分 層
仕 帯 の 階 層 区 分 の 定 義

徴 収 金 基 準 額

3 才未 満 児 3 才 児 4 才 以 上 児

A 生 活 保 護 法 に よ る被 保 護世 帯 ( 含 単 給世 帯 )
0 円 0 円 ♂

B A 階 層 を除 き前 年 度 分 の市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯
0 0 0

C

A を 得
1

前 年 度 分 の市 町 村 民 税 の うちの 均等 割 の み の
2 ,7 0 0 2 ,3 0 0 2 ,3 0 0

階 除 税

層 き非

堅前 謀

課 税 世 帯 ( 所 得 別 非 課税 仕帯 ) 1,3 5 0 ) ( 1,1 5 0 ) ( 1,1 5 0 )

2
前 年 度 分 の市 町 村 民 税 の うちの所 得割 課税 額 3 ,7 5 0 3 ,3 5 0 3 ,3 5 0

び 年 我

B 分 世 =

階 の帯

が 5 ,0 0 0 円未 満 で あ る世帯 ( 1,8 7 0 ) ( 1,6 7 0 ( 1 ,6 7 0 )

3

前 年 度 分 の市 町村 民税 の うち の所 得 割 課 税 叡 4 ,3 5 0 3 ,9 5 0 3 ,9 5 0

層 所 が 5 ,0 0 0 円以 上 で あ ろ世 帯 ( 2 ,1 7 0 ) 1,9 7 0 ) ( 1 ,9 7 0 )

D

A 年

1
前 年 分 の所 得税 課 税 額 が 3 ,0 0 0 円 未満 であ 5 ,2 0 0 4 ,8 0 0 4 ,8 0 0

る世 帯 ( 2 ,6 0 0 ) ( 2,4 0 0 ) ( 2 ,4 0 0 )

2
前 年 .分 の所 得税 課 税 教 が 3 ,0 0 0 円以 上 7 ,4 0 0 7,1 0 0 7 ,1 0 0

階 分

貰 完

B 得

∴

き 世

前 軍

1 5, 0 0 0 円未 満 で あ る世 帯 ( 3 ,7 0 0 ) ( 3,5 5 0 ) 3 ,5 5 0 )

3
前 年 分 の所 得税 課 税 額 が 1 5, 0 0 0 円以 上

7 ,5 5 0 7 ,3 0 0 7 ,3 0 0

3 0, 0 0 0 円未 満 で あ る 世帯 3 ,7 7 0 ) ( 3,6 5 0 ( 3 ,6 5 0 )

4
前 年 分 の所 得税 課税 額 が 3 0 , 0 0 0 円以 上

6 0, 0 0 0 円未 満 で あ る世 帯
9 ,7 0 0 9,3 0 0 9 ,3 0 0

5
前 年 分 の所 得税 課 我 執 が 6 0, 0 0 0 円以 上

1 3 ,4 0 0 1 3,0 0 0
1 2 ,1 8 0

9 0 , 0 0 0 円未 満 で あ る世 帯
l l
1

2 7 0
0 2 0

6

前 年 分 の所 得税 課 税 額 が 9 0 , 0 0 0 円以 上

1.9 ,0 0 0
1 4 ,6 7 0 1 2 ,1 8 0

1 2 0 , 0 0 0 円未 満 であ る世 帯 1 3,7 6 0
1 3 ,5 1 0

l l,2 7 0
l l,0 2 0

7
前 年 分 の所 得税 課 我 執 が 1 2 0 , 0 0 0 円 以上

3 1,7 0 0
1 4 ,6 7 0 1 2 ,1 8 0

1 5 0, 0 0 0 円未 満 であ る仕 帯 1 3,7 6 0
1 3 ,5 1 0

l l
1

2 7 0
0 2 0

8
前 年 分 の所 得税 課 税 額 が 1 5 0 , 0 0 0 円以 上 3 4 ,6 0 0 1 4 ,6 7 0 1 2 ,1 8 0

で あ る世帯
3 3 ,6 9 0
3 3 ,4 4 0

圭3 ,7 6 03 ,5 1 0 l l ,2 7 0
l l ,0 2 0

mm∃

①　徴収金基準敵中( )内の数値はーC階層及びD階層の1に属する世帯から2人以上の児童が入所し

ている場合ーその2人目以降の児童に適用される額

⑧　D階層の5、 6、 7、 8の徴収金基準額欄の数値の適用は、次に規定するところによる

上段　　定員1 2 0人以下の保育所に措置された児童に係る徴収金の敬

中段　　定員1 2 1人以上1 5 0人以下の保育所に措置された児童に係る徴収金の魚

下段　　定員1 5 1人以上の保育所に措置された児童に係る徴収金の魚

③　本表の規定にかかわらずこ　C階層又はD階層の1に属する世帯でー固定資産税の象が4,0 0 0円以上

であるものの階層はー下表の左欄に掲げる憧帯の区分に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる階層とす

る

徴 収 金 基 準 額 表 の 定 義 に お け る 階 層及 び そ の 固 定 資 産 税額 に よる区 分 認 定 す る 階 層

C 階 層 の 第 1 階層 に 属 し、 前年 度分 の 固 定 資 産 税 額 が 4 ,0 0 0 円以 上 で あ る世 帯 C 階 層 の 2

C 階 層 の 第 2 階 層 に 属 し、 前年 度分 の 固定 資 産 税 額 が 6 ,0 0 0 円 以上 で あ る世 帯 C 階 層 の 3

C 階 層 の 第 3 階層 に 属 し、 前 年度 分 の 固定 資 産 税 額 が 8 ,0 0 0 円以 上 で あ る世 帯 D 階 層 の 1

D 階 層 の 第 1 階 層 に 属 し、 前 年度 分 の 固定 資 産 税 額 が 1 0 ,0 0 0 円以 上 で あ る世 帯 D 階 層 の 2
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(4)助　　成

ア　助成金支出状況(昭和51年度予算)

無本市保育所連盟助成金

年額　1,500,000円

私立保育所補助金

年額　29,200,000円

保護者徴収金は、各保育園に徴収を委託

し、私立保育園には9 8%以上の徴収に

ォ,:i宗Ilf lu-'iai*: :・.いミ・

私立保育所補助基準( 5 0年度実績)

定 員 3 才 児 以 上 3 才 未 満 児 0 才 児

6 0 1久 下 2 9 0 円 6 0 0 円 1 ,2 0 0 円

6 l ~ 9 0 2 3 0 5 4 0 1 ,0 8 0

9 1 - 1 2 0 2 1 0 5 2 0 1 ,0 4 0

1 2 1 ~ 1 5 0 2 0 0 5 1 0 1 ,0 2 0

1 5 1 以 上 1 9 0 5 1 0 1 ,0 2 0

年額　　5,540,000円(51年度より自主納付に切り換え)

イ　保育所建設費補助金

補助金の執ま、社会福祉施設等施設整備費及び設備整備費の国庫補助(負担)基準により算出した額か

ら、当該法人が臥県又はその他の補助機関から交付を受けた補助金等の額を控除した額に、次表に定め

る補助率を乗じて得た親とする。

補 助 率

新 築 等 増 改 築 、

市 長 が措 置権

者 で あ る場 合
そ の 他

市 長 が 措 置権

者 であ る場 合
そ の 他

4 分 の 1
- 4 分 の 1 -

年　額　19,197,000円

(5)児童扶養手当

ア　児童扶養手当受給世帯数

区 分 離娘世帯 二死B.J世帯 末娘母子世帯 疾 病者世帯 遺棄 世帯 そ の他の世帯 計 .

世 帯 9 7 9 1 7 3 2 1 6 1 1 5 2 2 4 5 1 ,7 1 2

(注)月額　1人　15,600円

イ　特別児童扶養手当受給世帯数

区 分 重度精神 薄弱児
l

重 度身体障害児 計

世 帯 1 7 0 1 7 7 3 4 7

(注)月額　1人　18,000円

(6)施　　設

ア　助　産・母子寮
(昭51. 4. 1現在)

種 別 施 設 名 経 営主 体 施 設 代 表者 所 在 地 認 可年 月 定 員

助 産 熊 本 産 院 無 本 市

〟

社 会福 祉臥

星 子 敏 雄

′′

佐 藤 義 昭

本 山 町 4 2 7 昭 2 5. 7 2 0 C床 )

母子 寮

′′

無本市立母子寮 大 江 6 - 1 - 5 0 〝2 6. 8 1 8 (世 )

友愛会 〝. 東 川 2 - 1 - 5 7 〝2 3.1 0 2 0 (世 )
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イ　乳児院

施 設 名 経営主体 施 設 代表 者 所 在 地 認可年 月 定 員

熊 本 乳 児 院 社会福祉法人

〟

続 英 音 * S 2 - 3 - 8 昭 2 2.1 2 3 0

慈愛 園乳児ホ- A 潮 谷 稔 一 郎 神水 1 ー 1 4 - 1 〝 2 5. 4 1 5

ウ　養護施設

琵琶崎聖母愛児園

慈愛園子供ホーム

菊　水　学　園

天　　使　　園

藤崎台　皇　国

竜　山　学　苑

三浦・糸子

潮谷総一郎

松本　孝治

岩永　茂子

平野　松枝

上村　義測

島崎町島崎8 3 7

神水1-14-1

大江町渡鹿1 7 68

大江町渡鹿9 2 8

古京町3-5

龍田町上立田9 1 5

昭23. 5

〝23.　5

〝25.1 0

"23.1 1

〝24.　3

〝23.1 0

羊　精神薄弱児施設

愛 育 学 園 社会福祉法人 坂 本 次 人 清水町新地 7 2 0 昭 3 8.1 2 8 0

大 江 学 園 〟 塘 林 恭 介 大江町渡鹿 3 0 〝4 0. 6 9 0

仁 愛 ひ か り 圃 〟 宍 戸 春 雄 薄場町 2 9 5 ー 7 〝4 5.l l (通園& 3 0

白 川 学 匪 熊 本 県 小 津 .良 二 清水町打趨4 7 6 明 4 2 . 2 6 0

力　盲ろうあ児施設

熊本 ライ トハ ウス 社会福融法人 山 口 拓 爾 新生町 2 丁 目 昭2 8. 7 6 0

キ　婦人保護施設

熊 本 県 婦 人 寮 邦 本 県 村 上 慧 南町 9 昭 3 3. 8 3 0

ク　保育所

公　　立

(昭51.5.1現在)

施 設 名
定 .良 職 員 数

所 在 地 施 設 名
定 員 職 員 数

所 在 地
普 描 保 母 その 計 芋L 児 煤.母 その他 計(再 掴

本荘 保育園 1 3 0 3

3

2

1 0 4 1 4 本荘 6 丁 目 大江 保育園 60

2

2

6 2 8 大江二6 丁 目

寺原 〝 7 0 5 2 7 坪井 5 丁 目 春 日 〝 74 4. 2 6 横手町

横手 〝 1 0 0 9 3 1 2 横手町 清水 〝 90 7 3 1 0 清水本町

白山 〝 9 0 6 3 9 白山 2 丁 目 中島 〝 60 3 2 5 沖新町

京壕 〝 1 1 0 5 2 7 健軍町 幸田 〝 9 0 7 2 9 御幸 笛田町

京町 台 〝 9 0 6 3 9 池 田 1 丁 目 健軍 〝 90 2 6 3 9 健軍 2 丁 目

ォJK 9 0 6 2 8 水道町 水前寺 〝 9 0 2 7 2 9 水前寺公園

池上 〟 6 0 4 2 6 池上町 乳児 〝 6 0 15 15 .4 1 9 水道町

4、島 〝 7 0 ー 4 2 6 小 島下町 at 1 7 カ 1,4 14 2 4 1 10 4 3 1 5 3
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私　　立

施 設 名

定 員 職 員 数

所 在 地 施 設 名

定 員 磯 負 数

所 在 地繍 保母 その他 計 笥過 保母 その他 計

自 尊 保 育 園 90

2

6

8 3 ll 島崎 3丁目 仁 愛 乳 児 園 9 0 1 7 16 4 2 0 春 日4 丁目

黒 髪 幼 愛 園 2 00 16 4 2 0 黒髪2 丁目 木の実 保 育 園 90 1 8 3 ll 西原2 丁目

愛 光 幼 児 園 60 6 3 9 新大江 2丁目 杉の子 〝 90 1 8 3 ll 二本木 4丁目

城 高 保 育 園 60 5 2 7 城山大境町 天使の園 〝 60 l l 8 3 ll 大江町渡鹿

みのり 〝 60 5 2 7 本荘 3丁目 きよめ 〝 60 1 9 10 4 14 国府2 丁 目

双 葉 〝 90 l l 4 15 本荘2 丁且 はけみや 〝 60 1

1

6 3 9 清水町高平

城 南 幼 愛 園 90 2

3

1

2

1

8 3 l l 春 日町 九品寺 〝 90 8 3 ll 九品寺 5丁 目

のぞみ保 育 園 90 6 3 9 若葉 2丁目 画 図 〝 60 6 4 10 画図町下紅二津

友愛会 〝 60 6 3 9 東川 2丁目 二 岡 〝 1 20 5 7 3 10 戸島町

聖 母 幼 愛 園 120 8 4 12 南町 広 福 〝 60 1

1

4

4 3 7 長嶺町

ひかり幼 児 園 12 0 1 0 2 12 大江 2丁目 託麻小山 〝 60 5 2 7 小山町

ひばり保 育 園 12 0 9 4 1 3 健軍町 供 合 〝 1 14 6 3 9 上南部町

旭 〝 15 0 12 3 15 近見町 森 下 〝 1 20 9 3 12 南高江町

かつば 〝 90 8 3 l l 保Ef]津本町 第二披ケ丘 〝 90 1 0 3 13 世安町

マリア 〝 9 0 6 3 q 水前寺 4丁目 本妙寺 〝 90 3 6 4 110 祇園 4丁目

報 徳 〝 9 0 6 3 9 池田2丁目 帯 山 〝 60 2

6

8 2 10 健軍町

4、 碩 〝 9 0 6 3 9 新南部町 * * 60 4 3 7 画図町

畳 光 〝 6 0 5 3 8 祇園 6丁E] くすの実 〝 1 20 9 3 12 楠4丁目

ひまわり 〝 6 0 7 3 10 新大江 1丁目 千 草 〟 90 8 3 l l 萩原町

秋 津 〝 9 0 6 3 9 秋津町蔚山津 こず え 〝 60 2

4

2

3

12 7

6 2 8 八島町

若 妻 幼 愛 園 9 0 7 3 1 0 池上町 光 鳥 〝 60 5 3 8 秋津町沼山津

かおる保 育 園 9 0 2

5

10 3 13 中島町 つ くし 〝 30 5 2 7 祇園 5丁目

有 明 〝 6 0 4 2 6 /)、島下町 エン.ビ}レ 〝 90 7 4 l l 健筆町

藤崎台 〝 6 0 5 3 8 声京町 城 山 〝 60 5 3 8 城山上代町

城 北 〝 12 0 1 0 4 14 清水町新地 やまびこ 〝 30 6 2 8 尾ノ上 2丁 目

c s サ 2 10 8

1

18 4 22 簿場町 こまどり 〝 90 4 3 7 長嶺町

ぎんなん 〝 90 6 3 9 京壕本町 むつみ 〝 90 6 3 9 楠 1丁目

川 尻 〝 90 7 3 1 0 川尻町 ォ= S T ' 90 8 3 l l 近 昆町

つぼみ 〝 90 8 3 り 国府本町 さくらぎ 〝 60 5 3 8 花立3丁 目

シ′オン 〝 60 10 12 5 1 7 古城町 計 6 0 カ所 5,174 4 5 2 18 4 63 6

くるみ 〝 9 0 8 3 ll 大江町渡鹿 公私計 7 7 カ所 6,588 15 1 56 2 22 7 78 9

(注)公立、私立の定員中乳児( 0才児)数は実数

ケ　季節保育所

年 度 保 育 期 間 la s a 収 容人 員

4 8
春 期 5 月2 5 日～ 6月 2 3 日 ( 3 0 日間 ) 6 2 7 0

秩 .期 1 0月2 5 日～1 1月2 4 日( 3 0 〝 ) 6 3 0 0

4 9

春 期 5月2 5 日～ 6月2 4 日 ( 3 0 〝 ) 4 1 9 5

秋 期 1 1月 1 日～1 1月3 0 日 ( 3 0 〝 ) 4 2 2 7

5 0
春 期 5 月2 5 日～ 6 月2 3 日( 3 0 〝 ) 1 2 5

秋 期 1 0 月2 5 日～1 1月2 3 日 ( 2 9 〝 ) 1 2 5
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4　身体障害者福祉

(1)障害者の実態
(昭和50年度)

年 齢 . 性 別

障 害 者

1 8 才 未 満 1 8 才 以 上

計

男 k 計 男 女 計

視 覚 障 害 1 2 1 2 2 4 7 1 1 7 2 8 1,4 3 9 1,4 6 3

脚 ま平衡 放能障 害 5 4 3 8 9 2 6 0 2 5 7 9 1.1 8 1 1,2 7 3

言 語 . 機 能 障 害 1 3 4 4 7 1 7 6 4 6 8

肢 体 不 .自 由 1 4 1 1 1 4 2 5 5 3,0 4 6 1,5 4 1 4,5 8 7 4 ,8 4 2

内 部 疾 患 6 4 1 0 1 6 0 9 6 2 5 6 2 6 6

計 2 1 4 1 7 1 3 8 5 4,5 6 6 2,9 6 1 7,5 2 7 7,9 1 2

(2)身体障害者福祉モデル都市

昭和5 0年5月モデル都市の指定を受け、各界の代表5 3名を「身体障害者福祉モデル都市推進協議会」

の委員に委嘱し、 9月2 3a第1回の協議会を開催した。

協議会に民間施設.公共施設、広報の三部会を設けて、各身障者団体の意見.要望を基にして昭和5 0年

度事業分として予算額3 5.0 00千円(国、県補助各1 0,0 0 0千円)で次の事業を行った。

道路交通安全施設の整備

水道町～通町～市役所～交通センター間(延長2,2 0 0 m )及び盲学校、健軍電停周辺の一部(延長

6 40m)計2,840mにわたる歩道の段差を除去し、歩道に点字カラーブロックを敷設、また主要横断

歩道9カ所に盲人用音響式信号機(ピョピョ、カッコ-)を設昆

公共施設の構造設備の改造

市役所本館の正面玄関と歩道を点字カラーブロックで接続し、身障者の利用度の高い関係各課に通じる

廊下に点字カラータイル、誘導マット及び階段に手すりを設亀

また、聴覚障害者対策として市民課東、西の受付にオーノミ--ツドブpジェククー(言集の代わりに文

字をスクリーンに映写して知らせる機器)を設置。

南新館の出入口をスp-プにするとともに自動ド7-に改造し、車椅子のまま市民相談課に出入りできる

ようにし、身障者専用トイレを新設。

別館の身障相談室周辺に点字カラータイルと誘導マットを敷設するとともに、身障者専用トイレを新設

し、階段に手すりを設置,

市民会館周辺を車椅子が利用できるように段差をなくして点字カラーブロックを敷設し、 2カ所のドア

-を身障者専用の自動に改造するとともに、専用トイレ、観覧席を新設、館内の廊下には点字カラータイ

ルと誘導マットを敷設し、各会議室の出入ロに点字の案内表示板を設昆

公共施設に車椅子の配備

熊本城、市民病院、市民会館等市の出先機関1 4カ所に4 2台の車椅子を配備。
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簡易入浴装置の設置

寝たきりの重度身障者のために中央老人福祉セ・/クー内に簡易入浴装置を設置し、`車椅子を備えた特殊

搬送車により看護婦付添で送り迎えする入浴事業を実施。

r聴覚障害者カードJ e r竜の子マーク」の作成及び配布

聴覚障害者が安心して他所を訪問できるようにカ,-ドとマークをつくり配布。

一般市民に対する普及啓もう

施設の整備改善のはか、よりよい福祉モデル都市づくりのため、一般市民の身障者福祉に対する普及啓

もうとして、 「市政だより」や各種会合を利用しての広報を行うとともに各民間企監行政枚由や団体等

に、施設設備の改善、接遇の改善等について協力方を依現,

(3)身体障害者更生援護状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和5 0年度)

区 分

障 害 者

戟

1故実

人

運賃 割 引証交 付 . 相談 .指 導 及 び措 置
手帳交付

国 鉄 自動車 補

装

威 生

業 活

及

吏

坐

施

設

そ

の早 介 単及A . 申 汰

負
独

用.

護

用

読
独ぴ用

具 拷

び 導

医

痩

入

節
他 請 定

視 覚 障 害 51 05 2 0 6 3 0 7 6 8 2 2 9 3 15 2 5 3 2 5 2β4 4 1 3 9 1 5 1

聴 覚 障 害 4 ,7 84 2 4 3 2 0 4 7 8 1 75 5 13 2 9 5 2 D 3云 8 3 8 9

言語 .機能障害 68 1 4 3 1 1 2 5 3 5 6 年

肢 体 不 自 由 11ユ2 8 8 69 1 3 4 2 ,2 9 2 1 ,1 3 9 2.3 7 5 2 5 0 3 2 1 5 J6 6 3 3 0 3 2 9 5

内 部 疾 患 1β2 2 1 0 9 2 2 7 8 7 5 8 4 5 5 6 1 8 1

計 22,70 7 13 3 2 6 45 3 ,8 9 5 2 J 8 8 5,4 8 1 11 2 8 3 5 9 1 102 9 5 9 2 6 2 2

(4)身体障害者家庭奉仕員制度
(昭5 1.4.1現在)

奉 仕 員 派遣対象世帯 委 託 費 用 奉仕 員報酬 1 人当月額

6 3 6
6,3 6 5 千円 7 1.3 0 0 円

(荏)昭和4 2年度より態本市社会福祉協議会に委託実施

(5)身体障害者相談(昭和50年度)

相　談　員　　　　　12人

相談件数　　　　780件

委　託　料　　月額700円(県費)

-75-



(6)心身障害者扶養共済制定

日　　的

心身障害者の保護者が死亡又は廃疾となった後.残書れた心身障害者紅年金を支給し,障害者の生活の

安定と保護者のいたく不安を奄液しようとするものである.

心身障害者の範囲

精神醇覇者にあっては、知能指数7 5以下、身体障害者にあっては、障害の程度が1級から3級までの

者及び精神又は身体に永続的な障害を有する者で、前述の者と同程度と認められる者。

加入者

心身障害者の保護者(心身障害者の配偶者、父母、兄弟姉妹、祖父母又はその他の親族で現に心身障害

者を扶養しているもの. )であって、原則として4 5才未満の者とするo

ただし、制度発足当初(昭和46年3月31日まで)に限9、 65才未満とする。

保険料

年 齢 区 分 掛 金 . 月 額

3 5 才未満の者 1, 0 0 0 円

3.5 才以上 4 5 才未満 の者 1 ,3 0 0

4 5 才以上の者 1 ,5 0 0

給付金

加入者が死亡又は廃疾となったと巷は,心身障害者を扶養する者(年金管理者)に対し.毎月20,000

円の年金を支給する。

加入後1年以上の者で、心身障害者が死亡したときは一時金として20,0 0 0円を支給する。

開始日　昭和45年4月1日

∽心身障害児手当
(昭51.4.1 )

手 当 の 種 類 支 . 給 要 件 金療(年翫) 人 員

重度心 身障害児手 当 障害等 級1級 2級 .知能指数 3 5以下 の2 0才未満 6,0 0 0 円 2

中産 心身障害児手当 ;/ 3級4級 5 0以下 の ク 3 ,0 0 0 2

(注)障害福祉年金、福祉手当.特別児童扶養手当の受給者.施設入所中のものは除く。

(8)施　　設
(昭和 5 0年度 )

種 別 施 設 名 経営主体 施設代表者 所 在 地 認可年月 定 員 、

肢体不自

由者更生

施 設

熊本県身体障害

者更生指導所

熊 本県 W BB 大江町渡鹿8 4 3 昭 2 8.9

入所 6 0

適所 1 0
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5　精神薄弱者福祉

(1)精神薄弱者相談室(昭4 3.6.1開設)

業務の内容

精神薄弱者に対する個別的実態剤査

精神薄帝者の実情把盤に必要な基礎的な診断判別

精神薄務者の保護者ならびに家族に対する啓もう助言

精神薄弱者の援護措置に関する業務

職具の酉己置

精神薄弱者福祉司　　　　1人

事　務　破　貞　　　　　2人

嘱　　託　　医　　　　　2人(嘱託料1人月歯12,000円)

福祉訓練指導員　　　　　2人

利用状況(昭和50年度)

障害別区分

障 害 性 別 男 女 計

精

秤

薄

弱

軽 度 1 6 4 7 8 2 4 2

中 度 1 6 3 1 3 9 3 0 2

重 度 2 3 3 1 6 2 3 9 5

最 重 度 6 2 5 4 1 1 6

境 界 線 3 2 1 5 4 7

重 症 心 身 障 害 2 2 3 0 5 2

性 格 行 動 問 題 4 3 2 7 7 0

精 神 身 体 障 害 4 4 1 9 6 3

そ の 他 6 1 2 9 9 0

計 8 2 4 5 5 3 1 ,3 7 7

措置指導状況

年齢別区分

年 齢 性 別 男 . 女 計

0 才～ 5 才 2 3 8 1 3 5 3 7 3

6 ~ 1 2 2 5 5 1 3 6 3 9 1

1 3 ~ 1 5 3 7 1 8 5 5

1 6 ~ 2 0 8 0 5 1 1 3 1

2 1才 以 上 2 1 4 2 1 3 4 2 7

計 8 2 4 5 5 3 1 ,3 7 7

(昭和50年度)

品 工 聖
在宅指導 教育措置 施設措置 威業政親委託 医療措置 その他 計

負 3 1 0 6 1 1 1 5 4.8 6 0 2 3 0 8 2 4

女 2 3 8 4 8 7 5 3 2 4 8 1 1 2 5 5 3
-

計 5 4 8 1 0 9 1 9 0 8 0 1 0 8 3 4 2 1β7 7

cz)心身障害児(者)家庭奉仕員
(昭5 1.4.1現在)

奉 件 員 派遣対象世帯 委 託 費 用 奉仕員報酬 1 人当月額

5 3 0
5,3 0 5 千円 7 1 ,3 0 0 円

(注)昭和4 6年度より熊本市社会福祉協議会に委託実施

(3)福祉訓練所

業務内容　精神薄着者で、直ちに一般雇用関係に入ることが困難な条件を持つ者に対L、二の丸公同地

域の美化作業を中心とした、個別あるいは,グループ指導、レク.I--ション等の集DP指導

を行い、自立の援助を図る

収容人員　　20人
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(4)職親制度(昭51,4.1現在)

職親登録　　　　　　　　　　1 7事業所

職親委託数　　　　　　　　　1 0人

委託料　　　　　　1人月　4,000円

(5)精神薄読者相談

相談員　　　　　　　　　　　1 5人

相談件数　　　1カ月　　28件(平均)

委託料　　　　　1人月　800円

(6)更生施設入所状況 (昭51.4.1現在)

施 設 名 所 在 地 定 員 本市 の措置人月

も み の 木 園 長嶺町南出 口 1 3 3 2 - 1 6 0 2 5

苓 山 寮 本渡市本町 下河内 6 8 0 9 0 2 0

つ つ じ 丘 学 園 球磨 郡頃 恵村 4 1 8 0 - 1 5 0 5

蓮 .の 実 園 福岡 県八女郡上陽 町大字上境 山 4 0 0 0 8 0 2

清 香 園 下益 城郡松橋町竹崎 . 4 0 3

な ぎ き 寮 牛深市深海町浅海 5 7 8 7 6 0 9

信 楽 青 年 寮 滋 貿県 甲賀郡信楽町 5 0 1

(7)授産施設入所状況
( 昭 5 1.4 .1現在 )

施 設 名 所 在 地 定 員 本 市の措 置人員

仁 愛 事 業 団 城山上代 町 2 0 0 1 通 所 3 0 2 6

仁 愛 和 光 学 園 城 山上代町 1 9 8 0 収 容 4 0 8

6　老　人　福　祉

(1)老　人　数
(昭51.4. 1現在推計)

区 分 ′ 人 数

6 5 才 ～ 7 0 才 1 3 ,0 0 0 人

7 1 才 以 上 2 2 ,0 0 0

計 3 5 ,0 0 0

(2)措　置　状　況
(昭51.4.1現在)

区 分 施 設 数 (県 内 ) 定 員 本 市 の 措 置 人 月

養 護 老 人 ホ ー ム 1 5 8 3 7 3 4 9

特 別養護老人 ホー ム 1 2 1 ,1 0 2 1 8 9

計 2 7 1 ,9 3 9 5 3 8
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mm∃ammコI--PI 9ILI眼

区分 年度
4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

対 象 人 月 1 9 ,8 2 4 3 2.0 0 0 3 4,0 0 0 3 4 ,4 6 3 3 5 .0 0 0ナ

受 診 人 員 4,4 8 3 1 0,5 3 7 4,3 4 5 4,8 7 6 5,0 4 3

受 診 率 (% ) 2 2 .6 3 2.9 1 3.6 1 4.1 1 4.6

経 費 (円) 2 ,4 3 7,5 1 1 9 ,8 1 2.9 0 8 4,0 1 65 8 7 ‥ 5,4 1 5.3 8 8 6,5 6 7 ,8 5 1

(注)周覧師会と委託契約の上最寄りの医療機閑にて珍査を実施

(4)老人家庭奉仕員制度
(昭5 1.4.1現在)

奉 仕 員 派遣対象世帯 委 託 費 用 奉仕員報酬 1人 当月額

2 3 1 0 2 2 39 6 2こ千円 7 1,3 0 0 円

(注)昭和4 2年度より、無本市社会福祉協議会に委託実施

(5)老人クラブ助成状況

年 度

区 分 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

老人 ク ラ瑚 戚対象 数 1 3 7 1 6 4 2 0 1 2 3 1 2 8 1

会 員 数 9 ,2 8 7 1 0 ,9 7 9 1 4 ,0 0 0 1 4 ,8 0 2 1 7 ,7 7 5

助 成 金 支 出貌 ( 円 ) 2 3 6 8 .5 0 0 3 ,8 9 1 ,3 0 0 6 ,8 7 9 ,0 0 0 9 ,7 8 1 ,2 0 0 1 3 ^ 8 3 ,6 0 0

助成基準　3 0人以上が登録し、 9カ月を超え、活動したクラブ(年度途中結成のクラブは6カ月以上)

助成金　月額4,300円

(6)施　　設

ア　老人福祉センター

中央老人福祉センター

所　在　地　熊太市南千反畑町10番地1号
経営主体　熊本有(管理運営は有社会福祉協議会

委託)
開設年月日　昭和50年9月2日
構　　造　鉄筋2階建
故地面積　541ml
建物面積　延496m2
建　設　費　51,435千円
開館日時　牛酪9時一年後5時(休館日は毎週

月曜日及び祝日)
使　用　料　浴室使用料　20円
定　　　員　200人
主な設備　枚髄回復訓練室等
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東老人福祉センタ-

熊本市健軍町4 7 9 8番地
熊本市(管理運営は市社会福祉協議会に委託)

昭和46年4月1日
木息　瓦茸平屋建
330

延208.7m*
8,445千円

午前9時～午後5時(休館日は毎週火曜日及び祝
日)

浴室使用料　20円
100人

集会娯楽室
娯　楽　室

1 1

皇
室

書図
浴

ヽ
　
　
　
ヽ

1

 

1
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西老人福祉センター

所　在　地　熊本市小島上町字南4番地

経営主体　熊本市(管轍市社会福祉協議会

に委託)

開設年月日　昭和49年7月10日

構　　造　木造、平屋建

敷地面頼　3,400rf

建物面頼　延252i㌔

建　設　費　25,875千円

開銀日時　午前9時～午後5時(休館日杖毎週

木曜日及び祝日)

使　用　料　浴室使用料　20円

定　　　員　100人

主な設備　集会室1、娯楽室1、談話室1

図書室1、浴室男女各1

事務室1.、管理人室　2

北老人福祉センター

所　在　地　無本市八景水谷1丁目2番6号

経営主体　熊本市(管蛸土市社会福祉協議会

に委託)

開設年月日　昭和48年10月22日

構　　　造　鉄筋、平家建

敷地面鏡　2,961

建物面凍　延296rf

建　設　費　24,300千円

開館日時　午前9時～午後5時(休館日は毎週

水曜日及び祝日)

使　用　料　浴室使用料　20円

定　　　員　100人

主な設備　集会室1-　娯楽室1、談話室1

図書室1、浴室男女各1

事務室1、管理人室2

利　用　状　況

甫老人福祉センター

熊本市八幡町城の後1 3 6 8番地1

熊本市(管理運営は市社会福祉協議会に~委託)

昭和49年6月27日

木造、平屋建

410i

延264nf

24,486千円

午前9時～午後5時(休館日は毎週金曜日及び祝日)

浴室使用料　20円

100人

集会室1、談話室1,娯楽室1

図書室1、浴室男女各1

事務室1、管理人室2

(昭50年度)
区分 施 設名

中 央 東 西 南 北

利 用 者 1 3,0 6 1 1 2 .8 2 0 1 0,7 8 0 1 0,3 5 2 1 0,4 8 4

1 日平 均利 用 者 1 3 4 4 3 3 6 3 5 3 5

使 .用 料 収 入 (円) 2 6 1,2 2 0 2 5 6,4 0 0 2 1 5.6 0 0 2 0 7,0 4 0 2 0 9,6 8 0
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イ　弘済寮

所　在　地　熊本市谷尾崎町1546番地

経営主体　熊本市

開設年月　昭和11年4月

革　　　別

構　　　造

敷埠両横

建物両横

定　　　員

主な設備

措置状況

ウ　老人憩の家

養護老人ホーム

木造,瓦茸、平家建

10,222.014rf

延2,048.475nt

IM3B

集会所　納骨慰霊塔.炊事室、医務室、静養室、浴室

区 別 性 別 男 女 計

無 本 市 ( 市 費 ) 3 8 6 7 1 0 5

無 本 県 ( 県 費 ) . 1 1 2

計 3 9 6 8 1 0 7

区 分 所 在 地
経 営

主 体

開 設

年 月
構 造

.敷 地

面 積

建 物

面 措
建 設 費 開 館

日 時
便 F E l科 定 員

m m 龍 EI I町 上 立 EEl

熊 本 市

( 地 元 運

営 委 員 会

に 委 託 )

4 8 .1 0
木 造

平 屋

d

1 .6 4 2

J

2 7 7 .2

千 円

5 ,6 1 5
雪 9 時

午 後 5 時

m m

人

5 0

棉 ( 団 地 集 会 所 併 設 ) 楠 1 丁 目 〟 4 8 .1 0 〟 4 2 .5 n ′′ 〟 3 0

新 地 〔団 地 集 会所 臓 ) 清 水 町 新 地 〟 4 8ー1 0 〟 4 2 .5 0 〟 〟 3 0

城 山 城 山 半 田 町 4 2 3 - 2 〟 4 9 . 4 ′′ 2 6 4 6 1 .3 7 3 ,6 5 2 〟 〟 5 0

北 水 前 寺 集 会 所 水 前 寺 3 - 1 1ー 2 7 〟 4 9 . 7
木 造

2 階 建
1 .3 2 2 4 9 .6 8 3 ,4 2 6 〟 // 4 0

黒 髪 老 人 意 の 家 黒 髪 6 - 2 6 - 2 6 〟 4 9 .1 0 .
フlレク、ブ

平 屋
1 0 0 3 3 .8 8 3 ,0 0 0 ′′ 〟 3 0

城 北 〝
清 水 町 麻 生 E El

1 7 2 9 - 1
〟 4 9 .1 0 〟 3 2 4 5 8 3 2 4 ,5 0 0 〟 〟 3 0

清 水 〝 室 園 町 1 7 - 2 4 〟 5 0 . I 〟 2 0 0 5 8 .3 2 4 ,5 0 0 〟 〟 3 0

花 園 〝 衣 園 5 - 1 7 - 4 2 〟 5 0 . 2 〟 1 0 0 3 8 .8 8 3 .0 0 0 〟 〟 3 0

巴 迎 〝 田迎 町 出 L欄 5 3 2 〟 5 0 . 2 〟 5 2 8 3 8 .8 8 3 .0 0 0 〟 〟 3 0

尾 ノ 上 〝 尾 ノ上 2 - 1 2 - 2 2 〟 5 0 .2 〟 1 4 9 3 8 .8 8 3 .0 0 0 ′′ 〟 3 0

蝣& # 神 町 潟 ⊥膚 1 3 町 〟 5 0 . 3
木 造

平 屋
4 9 5 6 9 .8 4 6 .5 0 0 〟 〟 3 0

春 日 〝 春 日 5 - 8 - 2 1 〟 5 0 . 6
ブ レク、ブ

平 尾
8 5 3 9 .2 9 3 .0 0 0 〟 〟 3 0

春 竹 〝 萩 原 町 7 4 0 - 1 ′′ 5 0 .l l 〟 3 6 2 6 8 .0 4 4 ー8 7 1 〟 〟 5 0

出 水 〟 出 水 5 丁 目 〟 5 1 . 4 〟 1 2 5 3 8 .8 8 3 .2 5 0 〟 〟 3 0

抽 出 集 会 所 長 嶺 町 抽 出 〟 5 1 . 5 〟 1 2 5 3 8 .8 8 3 .2 5 0 〟 〟 3 0

川 づ る 〝 大 江 町 渡 鹿 〟 5 1 .6 6 〟 1 2 5 a a s 8 3 .3 2 【) 〟 〟 3 0
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エ　その他の施設

種 別 施 設 名 経 営 主 体 施 設代 表 者 所 在 地 認 可 年 月 定 員 .

養 護

老 人 ホ - A
慈 愛 園老 人 ホー ム 社 会 福 祉法 人

s*

ft

s*

杉 村 春 三 神 水 1 - 1 4 2 3 . l l 7 0

詛 聖 母 老 人 ホ I ム マリ「ポアセリエ 島 崎 6 - 1 - 2 7 2 1 . l l 7 0

'/

特 別 養 護

老 人 ホ - ム

リデ ル . ラ イ ト

記 念 老 人 ホ ー ム 秋 山 裡 範 黒髪 5 - 2 3 ー 1 2 6 . 7 0

バ ク ラ ス ホ ー ム 杉 村 春 三 ff Tk i - 1 4 - 1 3 9 . 8 7

養 護

老 人 ホ ー ム
熊 本 め ぐみ の 園 詛 坂 本 克 明 4 、山 町 1 7 8 1 4 7 . 7 0

特 別 養 護

老 人 ホ ー ム
桜 ケ 丘 寿 徳 園 '/ 藤 院 了 幸 小 山町 2 4 9 3 4 9 . 8 0

(7)老人福祉手当

区 . 分 支 給 要 件 年 額
人 員

(見 込 )
5 1 年度予算

寝たき9 老 人手当 寝 たきb 状簡 3 カ月以上 6 5 才以上 7 0 才未満 6,0 0 0 円
8

4 8,0 0 0 円

収容老人特別手当 老人 ホl ムに入所 している 6 5 才以上 7 0 才未満 6,0 0 0 1 2 7 2,0 0 0

(8)敬老祝金　(昭和45年4月1日開始)

目　　的　高齢者に対し.敬老祝金を支給し.敬老の意を表するとともに.その福祉の増進に寄与しよう

うとするものである

受給資格　88才以上であって.本市に引き続き1年以上居住Lている者

金　　額　年額　5,000円

支給人員　740人(昭和50年度)

(9)老人居室整備資金融資　(昭和48年4月1日開始)

目　　的　老人と同居する世帯に対し.老人の専用居室を増・改築するために必要な資金を貸し付けるこ

とにより.老人と家族との間の好ましい家族関係の維持・増進に寄与しようとするものである

貸付限度額　720,000円

貸付条件　利率　3%

償還1 0年以内の元利均等月賦償遼

貸付対象者　6 0才以上の老人と同居する著で1年以上市内に居住し.老人の専用室を増・改築しようとす

る者

51年度予算　貸付金　43,200,000円(60件分)

(10)老人福祉電話相談　(昭和48年4月1日開始)

目　　的　一人暮らしの老人に福祉電話を貸与することにより.緊急時の連絡と安否の確認及び各種の

相談を行㌧＼在宅老人に対し各種サービスを提供する

電話貸与台数　98台(昭和5 1.3末現在)

貸付対象者　6 5才以上の老人で市内に居住し.一人暮らしで近所に介護者のいない者

51卿算　2,352千円
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(ll)移動浴槽車　(昭和4 7年1 1月開始)

目　　的　浴槽を持たない単身で入浴困難な寝たきり老人及び重度の身体障害者等て常時介護を要する

著に対して、定期的に浴槽車を派遣して.無料で適切な入浴の奉仕を行うこと'により福祉の増

進を図る　(熊本市社会福祉賂議会-委託)

車　　　両　移動浴槽者　　1台

搬　送　車　　1台

従　事　者　運　転　手　　　2人

奉　仕　員　　　2人

看　護　婦　　1人

派遣件数1件につき月2回派遣　63件(昭51.4.1現在)

51年度予算　4,91 9千円

(12)電車・バス特別回数券交付事業　(昭和50年7月lEl開始)

目　　　的　老人及び心身障害者の福祉増進のため,電車・ノミス特別回数券を交付する

対　象　者　7 0才以上の老人。ただし寝たきり及びそれに近い状態の人を除く

(心身障害者の場合は.障害等級1級～ 3級の人及び知能指数5 0人以下の人。なお介護を要す

る場合は介護者を含む)

事業内容　7 0才以上の老人に敬老優待証及び特別回数券を交付する

電車(育).ノミス(市.産交.電鉄.熊本ノミス)に乗車する際.敬老優待証(心身障害者の場

合は手帳)を提示することにより.特別回数券を使用できる

なお.交付する特別回数券は.希望する1社のもので. 1,3 20円相当(,L身障害者の場合は

660円相当)

対象者数　老人　21,500人　　身障者　2,500人　　精薄者　670人

51噸予算　30,440千円

(13)一人暮らし老人訪問事業(昭和50年7月lEl開始)

目　　　的　「人暮らし老人を訪問し.声をかけて、その安否を確認し.あわせて乳酸菌飲料等を配布するこ

とによって老人の福祉の増進を図る

対　象　者　市内に居住する満65才以上の一一二人暮らし老人でこ　日常安否の確認をする者がいない者

事業内容　市が委託する乳酸菌飲料等の販売業者の配達人狭「人暮らし老人を訪問し、安否の確認をし,

あわせて乳酸菌飲料等を配布するO褒急事態が生じたときは、状況に応じて民隼委員、福祉事務

所、病院等へ連絡をする

対象者数1,400人

訪問回数　過隔日3日

51年度予算　5,400千円

(14)老人農園　　(昭和5 1年度開始)

目　　　的　士に親しみながら老人の生きがいと健康増進をはかるために.市が無償で借り上げた遊休地を

1人当り1 0-1 5が程度貸与する

照本市老人クラブ連合会に委託

対　象　者　60才以上の老人
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農　園　数　4カ所を予定(1カ所当り　1,500が程度)

51年度予算　920千円

(15)　長寿の里

無本市祐園町柿原自衛隊射撃場跡地に老人の心身の健康増進に資する各種老人福祉施設の機能的集団配置

をはかるため、国.県などと協力して公園.住宅と一体となった線豊かな明るい「長寿の里」 (仮称)を建

設する。

ア　長寿の里(仮称)全体計画

用地　10.7ha

福祉施設　　4 ha

公　　園一　4ha

住　　宅　2.7ha

イ　養護老人ホーム建設　　(定員150人)

'事業年度　昭和52年度～53年度(整地,設計覇も建設)

7　同和対策事業

(1)概　　況

昭和4 0年8月.内閣総理大臣の諮問機関である同和対策審議会から.同和問題解決のための基本的方策

について答申がなされ.これに基づき昭和4 4年7月「同和対策事業特別措置法」が制定施行された。

この法律では.歴史的.社会的理由によって生活場境等の安定向上が阻害されている地域(対象地城.す

なわち同和地区)の住民の社会的.経済的地位の向上を不当に阻む諸要因を解消することを同和対策事業の

目標としている。

同法施行に伴い.政府は関係各省庁に係る向う1 0年間の「同和対策長期計画」を策定し.以後同法に基

づく各種の施策を総合的に推進している。

本市においても.同和対策審議会の答申の趣旨を十分尊重するとともに.同和対策事業特別措置法の精神

にのっとり.同法施行以来.国及び県の施策動向に歩調を合わせながら.同和地区の実情及び地区住民の意

向を尊重し.逐次同和対策事業をすすめてきた。

具体的には.戦災復興土地区画整理事業及び公共下水道整備事業等を実施し.地区の生活環増の改善整備

に鋭意努力を払いながら、一方では特に昭和4 7年度から住宅改修資金貸付事業及び街灯設置事業など等境

整備のための施策を.また. 4 8年度からは同和地区の児童生徒に対する進路保障のため入園、入学支度金

及び就職支度金など教育.就職を促進するための施策を実施している。

さらに. 5 0年度からは.市民局に同和対策室が設置され.今後の同和対策事業の推進について.現在関

係各部局と緊密な連携のもとに年次計画を作成し.地域住民の理解と協力を得ながら総合的に各種の施策を

進めつつある。

今後特に、教育文化の向上.居住環境の整備.職業の安定向上のための施策を重点的に推進する計画であ

る。

なお.昭和5 0年度には長年にわたる地区住民の要望であった隣保館の建設に着手.本年5月開館し.也

域主居の生活の安定向上及び同和問題の真の解決に資するためのコミュニケーションの拠点として大きな期待

が寄せられている。
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(2)同和地区の概要

ア　地　区　数

イ　地区面練

り　世帯数及び人口構造

1地区

ll.90ha

区 分 世帯数 .人口総数

性 別人口

男′ 女

年　'　　齢

0 ~ 5 6 ⊥ 14 15 ~ 19

地 区 全 体 6 9 4 1,8 5 8 8 8 7 9 7 1 1 3 4 1 8 4 1 4 7

うち同和関係 4 4 6 1.3 0 8 6 1 0 6 9 8 9 3 1 3 4 1 0 6

別 人 口

20 ~ 34 35 ~ 44 45 ~ 59 60 ~ 64 65 以上

4 9 5 2 8 7 3 7 7 5 7 1 7 7

3 0 4 1 9 7 2 8 8 4 5 . 1 4 1

工　生活保護状況

区 分 被 保 護 人 員 保 護 率 .

市 全 体 8 . 8 3 9 人 1 8 . 4 ‰

地 区 全 体 1 6 3 8 7 . 7

う ち 同 和 関 係 1 4 1 1 0 7 . 8

オ　所得階層分布

区 分 世 帯 数 構 成 比

生活 保護 被 保護 世 帯
8 4 世帯

1 2.1

住 民 税 非課 税 世 帯 1 9 6 2 8 .2

住民税均等書脹果税世帯 1 5 8 2 2.7

住民税所得別課税世帯 2 5 6 3 7.0

(荏)総理府が実施した昭和5 0年6月1日現在全国同和地区調査による

(当市は昭和50年8月1日現在調査)
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(3)同和対策事業の概要

項 目
事 業 費

(昭和 5 1年
度予算額 )

担 当 部 局 .
専業開始年度

教 育をす す め るた め

適正就学 の促進

教職員 の研修

入園 入学支度金 ( 幼稚園及び ′J、- 中学

校並びに高校- 大学 )

4 8

〟

〟
(大学) 5 1

千円

1 2,2 6 5 員会事務局の施 策 成 人学 習会

P T A 町 内学習会

- 般地区住民に対す る啓発

子供 勉強会

奨学金 (高校及 び大学 )

青年学級等

4 8

〟

〟

5 1

′′

〟

居 住環 境 の整備 促進

街灯の設置

住宅改 修資金 の貸付

4 7

〟
1 0 1 ,0 3 8

} ′福 祉 部

の ため の施策 地区道路 の舗装 5 1 土 木 部

水洗便所の設置 〟 下 水 道 部

社 会 福祉 の 向上 及 び

隣保館の設置

保育所 入所支度金

老齢者 畢生給付 金

葬祭援護 費

5 0

〟

5 1

〟

l l,1 9 0

同和対策室

福 祉 部

衛 生 部

健 康 増進 の ため の施 心身障害者援護 費 〟

′′

〟

〟

〟

/.'

翠 新 生児 出産祝金

そ族昆 虫の駆除

トラホ- ム予防特別対策

結核、がん検診

予防接種対策

職 業 の安 定向 上 のた

自動車運転免許委託訓練手当

職業訓練 校入校支度金

5 0

5 1
9 2 2

} 商 工 部

教育委員

め の施 策 中学校卒 業者就職支度金

高校卒業者就 職支度金

4 8

5 1

中小企業 の経 営 を よ 中小企業安定資金融資利子補給 4 8
2 ,6 2 0 商 工 部

くす るための施策 中小企業感営指導 5 1

そ の他総合 的 な施 策

市職員研修 5 0

1,0 6 6

職 員 部

同和対兼事業の推進 と調整 5 0 同和対策室

合 計 1 2 9 .1 0 1
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(4)醗　保　館

同和地区及びその近隣地域の住民に対する理解と信頼のもとに、地域住民に対して生活上の各種相談事

業をほじめ、社会福祉、保健衛生等に関する事業を縫合的に行い、もって地域住民の生活の社会的、経済

的、文化的、改善向上及び同和問題のすみやかな解決に資することを目的としている。

所　在　　地　　　熊本市本荘4丁目6番6号

設　置　主　体　　熊太市

開設年月　日　　　昭和51年5月1日

構　　　　造　　鉄筋コ/クリート二階建(冷暖房設備付)

敷　地　面　積　　　639.32m2

建　物　面　積　　　　660m2

1階　　　　278m2

2　階　　　　382d

建設総事業費　　115,209,508円

用地費　　　　29,008,505円

工事費　　　　80,550,000円

孟宗貨　　5,651,000円

規　　　　　模

1 階 2 階

区 分 床 面 積 収 容 人 員 区 分 床 面 横 収 容 人 員

生 活 改 善 皇 2
4 4.1

3 0 人 集 会 室 1 8 1 .3
Z O O 人

サ # 」 ・* ! 5 3 .1 3 0 会 議 室 7 6.9 5 0

事 務 室 2 7.0 学 習 室 2 0 .2 2 0

相 談 室 2 3.7 保 健 衛 生 室 1 9.3

そ の 他 1 3 0.1 そ の 他 8 4.3

計 2 7 8 .0 計 3 8 2.0

8　医療費助成制度

(1)老人医療　(昭和48年1月1日、国により実施)

対　象　者　本市に居住する70才以上の者

受給資格者　国民健康保険の被保険者または社会保険の被扶養者で.所得制限以下の者

所得制限
扶養親族

の 数
本人の限度額

芸警 務芸 }㌘ 票

0 人 6 0 0,0 0 0 円 6 ,0 4 9 ,3 0 0 円

1 人 7 6 2 ,5 0 0 円 6 ,3 0 6 ,8 0 0 円

1 人増すごとに 2 2 0,0 0 0 円を加算 した額

実施状況　件数　　256,052　件

経費　1,261,423　千円
(昭和50年度)

-87-

ア



(2)寝たきり老人医療費助成　　昭和48年4月1日、市により実施、ただし昭和48年1 0月から国に

より実施)

ssM3　呂

受給資格者

所得制限

実施状況

本市に居住する6 5才以上7 0才未満の寝たきり老人

国民健康保険の被保険者または社会保険の被扶養者で.所得制限以下の者(身体障害が1.

2. 3級以上程度の者)

上記(1)に同じ

上記(I)に含む

(3)重度心身障害児医療費助成　(昭和48年4月1日、市K,より実施)

Esサ3　呂

受胎資格者

所得制限

実施状況

2 0才未満の障害児(身体障害程度が1級. Z級の者.知能指数3 5以上の精神薄弱児)

本市の住民基本台帳に記寿され.現に居住している障害児の着育者

な　し

件数　　2,114件

経費　　6,1 2 1千円
(昭和50年度)

(4)乳児医療費助成　　(昭和48年4月1日から市により実施)

対　象　者

受給資格者

所得制限

実施状況

乳　児

本市の住民基本台帳に記轟されている者で.現に居住している期間が3カ月以上の乳児の属

する世帯の扶養義務者で生計を維持する者

な　し

件数　　77,558件

経費106,923千円
(昭和5 0年度)
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9　失業対策事業

(1)紹介対象者

ア　紹介対象音数

区 分 年 度 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

逮 男 5 9 3 4 5 0 4 4 3 4 2 5 4 1 5

格

者
女 7 3 4 5 9 1 5 8 6 5 7 6 5 7 1

敬
計 1 ,3 2 7 1 ,0 4 1 1 ,0 2 9 1 ,0 0 1 9 8 6

イ　対象者の動向

区 分

年 度

年 度 当初

適 格 者 数

年 度 末

適 格 者 数

液 少 者 内 訳

就 職 自 営 業 移 管 死 亡 そ の 他 計

4 6 1 ,3 2 7 1 ,0 4 1 5 7 2 1 9 0 9 2 2 8 7

4 7 1 ,0 4 1 1 ,0 2 9 0 6 0 4 2 1 2

4 8 1 .0 2 9 1 .0 0 1 1 9 0 1 7 1 2 8

4 9 1 ,0 0 1 9 8 6 0 5 1 1 0 套 契 … 1 5

5 0 9 8 6 9 6 5 0 1 4 0 6 1 2 1

(注)各年度における人員の年度当初と年度末との差引数と減少人員との差IL移管、転入者等による

増員分である

り　就労者の年齢別人員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭51.4. 1現在)

年齢

性別
35~ 3 9 4 0~ 44 45~ 49 50~ 54 55~ 59 (氾～6 4 65~ 6 9 70 以上 計 平均年齢

男

人 員

比率 (% )

0 1 2 2 4 4 8 4 4 8 6 8 5 1 0 5 4 0 4
6 3 .6

0 1.2 2.5 5 .0 4.6 8.9 8.8 1 0 .9 4 1.9

女

人 員

比率 (% )

1 6 1 2 5 8 1 4 4 1 4 9 1 2 8 6 3 5 6 1
6 0 .6

0.1 0.6 1.2 6 .0 14 .8 1 5.3 1 3 .3 6 .6 5 8.1

計

人 員

比重(% )

1 1 8 3 6 1 0 6 1 8 8 2 3 5 2 1 3 1 6 8 9 6 5
6 2.1

0」. 1 .8 3.7 l l.0 1 9.4 2 4.4 2 2 .1 1 7.5 1 0 0

(2)賃金・見舞金

ア　賃　　金

甲事業賃金表

(昭51.4.1現在)

賃 金 作 業区分
ア イ ウ 摘 要

時 間 給 3 7 0 3 5 5 3 1 6 紹 介 対 象者 数 4 6 3 人

留 保 者 数 2 7 人

ft ォ * 4 9 0 A

日 額 . 22 2 4 2 ,1 3 3 1,8 9 7

該 当 者 数 5 5 4 0 6 2 9

(注) ○甲事業賃金該当者は高齢または体力等の低い者

o作業区分　　r7」作業管理員の補助作業、汚水、悪臭等による不快度の高も、作業及び体力を

要する作業
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「イ」ア及びウ以外の作業

r9J高齢等のため体力等が著しく低い者の従事する軽易な作業

乙事業賃金表

竹業区 分及 び

能 率区分

賃 金

A . B
C 摘 要

1 2 1 2

時 間 給 . 4 2 5 3 6 7 3 3 3 3 2 7 3 1 7 紹 介 対 象者 4 5 8 人

留 保 者 1 7 人

te m ^ m 4 7 5 A

日 額 2 .9 7 9 2 ,5 7 2 2 ,3 3 6 2 2 8 9 2 ,2 2 4

言亥 当 老 数 2 4 .5 2 9 3 5 1 8 4

(注) o乙事業賃金該当者は甲事業賃金該当者以外の者

o作業区分　「如高度の体力を有する作業(床堀作業等)

rBJ中程度の体力を有する作業(砂利散布.敦ならし作業等)

rcjA、 B以外の者

o能率区分　「1」能率の高い者

「ZJ普通の能率の者

イ　見舞金(1人当たり) (単位　円)
区 分 年 度

4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

5

国 9 ,3 6 9 1 1 2 4 8 1 2 ,9 2 0 1 6 ,3 7 8 1 9 ,1 7 1
輿 3 ,8 5 0 4 3 0 0 5 ,3 0 0 7 ,6 0 0 9 ,0 0 0

初 育 1 4 ,2 0 1 1 6 2 0 2 2 1 .5 0 0 3 2 ,0 0 2 4 4 .8 2 9
計 2 7 ,4 2 0 3 1 ,7 5 0 3 9 ,7 2 0 5 5 .9 8 0 7 3 ,0 0 0

4 7 ,8 9 3
年

国 2 4 ,4 6 3 2 7 ,9 4 1 3 3 ,4 4 0 4 1 ,2 1 9
輿 7 ,4 0 0 8 .1 5 0 1 2 ,0 0 0 1 6 ,0 0 0 1 7 ,3 0 0

末 育 2 5 ,2 3 7 2 7 ,9 5 9 4 5 ,0 0 0 6 7 .5 0 1 8 0 ,0 0 7

1 4 5 ,2 0 0
計 5 7 ,1 0 0 6 4 ,0 5 0 9 0 ,4 4 0 1 2 4 ,7 2 0

.( 注 ) 4 6 年 度 末 支 給 分 よ り就 労 日数 に よ る 段 階 制 を 設 け た

(3)厚　　生

ア　就職等奨励金

失業対策事業就労者の一般常雇用への就労又は自営開業を促進し、就労者の生活安定に寄与するととを目

的として.昭和39年10月1日より実施している。

贈与金1人市より60,000円、県より50,000円(国主、県呈負担)、計110,000円

就職等奨励金支給状況

区 分 年 度 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

輿

本

就 職 者
男 3 3 ( 3 2 ) 0 1 0 0
女 2 4 ( 2 4 ) 0 0 0 0

自 営 開 業 者
男 1 0 8 ( 1 0 4 ) 4 5 3 7

市 女 1 1 1 ( 1 1 0 ) 2 4 2 7
計 2 7 6 ( 2 7 0 ) 6 1 0 5 1 4

輿

本

就 職 者
男 2 4 ( 2 4 ) 0 0 0 0
女 2 7 ( 2 7 ) 0 0 0 0

自 営 開 業 者
男 5 4 ( 5 3 ) 0 3 3 4

県 女 4 6 ( 4 4 ) 3 3 1 3
計 1 5 1 ( 1 4 8 ) 3 6 4 7

合 計 4 2 7 ( 4 1 8 ) 9 1 6 9 2 1

(注) ( )内は4 6年度雇用奨励制度特別措置者数
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イ　共　済　会

失業対策事業に就労する労務者で敵機する各級会員の互助共済及び福祉増進を計ることを目的として.

昭和3 8年1 0月1日厚生会が設立された。

補助金1カ月1人当り100円　昭42.10一昭51.3まで70円

10　国民健康保険(昭和34年7月1日事業開始)

(1)世帯数及び被保険者数

区 分 年 度
4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

総 世 帯 数 1 4 6 ,8 8 5 1 5 0 ,0 7 9 1 4 0 ,7 5 7 1 5 8 .3 0 7 1 6 1 .6 4 7

被 保 険 者 世 帯 数 5 1,1 0 2 5 2 ,8 2 5 5 3 .8 2 4 5 3 .9 3 8 5 5 ,2 1 0

加 入 率 (% ) 3 4 .7 9 3 5 .2 0 3 8 .2 3 3 4 .0 7 3 4 .1 5

総 人 口 4 4 7 ,2 0 0 4 5 2 .5 5 8 4 7 0 ,5 4 7 4 6 8 ,1 3 4 4 7 6 3 6 9

被 保 険 者 数 1 4 9 ,5 9 5 1 5 2 ,3 1 7 1 5 2 ,3 6 0 1 5 1 .8 7 5 1 5 3 ,5 0 6

加 入 率 (% ) 3 3 .4 5 3 3 .6 6 3 2 .3 7 3 2 .4 4 3 2 .2 2

(注)総陛有数及び総人口は各年度3月3 1日現在

(2)保険料賦課徴収状況

区 分 年 度
4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

現 調 定 . 街 (円) 7 8 7 ,1 5 1 .1 0 0 8 6 9 ,8 0 9 ,1 8 2 1 ,1 1 0 ,2 9 1 ,3 2 0 1 ,4 4 1 ,9 5 5 ,1 0 1 2ユ8 1,0 6 6 ,4 7 0

年

皮
収 入 済 額 (〟) 7 5 6 ,4 2 6 ,3 5 0 8 4 2 ,3 6 9 ,6 2 2 1 .0 6 9 ,6 4 4 ,7 7 0 1 ,4 0 1 ,8 0 5 ,7 8 0 2ユ0 51 4 6 ,2 2 0

分 収 納 率 (% ) 9 6 .1 0 9 6 .8 5 9 6 .3 4 9 7 .2 1 9 6 .5等

過 調 定 額 (円) 4 8.7 8 3 ,8 0 0 6 3 ,3 8 3 ,1 3 8 6 7 ,3 7 4 ,9 7 8 8 1 ,0 7 7 ,6 8 5 8 6 ,6 0 1 ,5 6 2

年

皮
収 入 済 額 (〟) 1 0,9 9 4 ,2 7 8 2 0 ,0 4 3 ,1 5 8 2 1 ,2 7 6 ,4 9 4 2 6 ,8 6 6 ,5 5 5 2 5 ,8 0 5 ,5 4 6

分 収 納 率 (% ) 2 3 .1 0 3 3 .7 5 3 1 .5 8 3 3ユ4 2 9.8 0

計

調 定 額 (円) 8 3 5 ,9 3 4 ,9 0 0 9 3 3 -1 9 2 ,3 2 0 1ユ7 7 ,6 6 6 2 9 8 1 ,5 2 3 -0 3 2 ,7 8 6 2 2 6 7 ,6 6 8 .0 3 2

収 入 済 額 (〟) 7 6 7 ,4 2 0 ,6 2 8 8 6 2 ▼4 12.7 8 0 1∫)90 ,9 2 1 ,2 6 4 1 .4 2 8 .6 7 2 ,3 3 5 2 ユ3 0,9 5 1 ,7 6 6

収 納 率 (% ) 9 .1 .9 3 9 2 .8 1 9 2 .6 3 9 3 ,8 0 9 3 .9 7

賦 課 期 日 4月1日 生月1日 4月1日 4月1日 4月1日

徴 収 回 数 、. 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

税

負

被 保険 者 1 人 当 り(円) 53 0 1 5 ,7 0 3 7 2 3 1 9 ,4 6 6 1 4 2 0 1

1 億 帯

当 り

最 高 (〟) 80 ,0 0 0 8 0 ,0 0 0 8 0 ,0 0 0 1 2 0 ,0 0 0 1 2 0 ,0 0 0

也 最 低 (〟) 1,3 2 0 1 ,3 2 0 1,3 2 0 3 ,1 2 0 7∫〉6 0

顔 平 均 (〟) 1 5,5 8 3 1 6 ,4 9 9 2 0 ,5 9 1 2 8 ,5 6 4 3 9 ,6 2 7

煤 所 得 割 (% ) 3.2 5 3 2 5 3 .4 5 3 .6 4 4 .6
lT F F 7 両 .. 1 0 0 1 0 0 1 0 0

険 . 資 産 割 (〟) 1 8 1 8 1 8 1 8 廃 止
l了甘『 了百て「 1 0 0 10 0

秩 均 等 割 (円) 1,2 3 6 1 ,2 3 6 1,8 1 8 2 ,4 0 0 5 ,5 0 0

率 平 等 割 (〟) 2 ,1 0 0 2 ,1 0 0 2 ,8 0 0 3 .5 0 0 5 ,1 0 0

賦 所 得 別 (% ) 63 .3 3 6 5 .8 1 6 3 .5 0 6 5 .8 2 5 8 .0 7

課 資 産 割 (〟) 6.3 1 6 .7 0 5 .8 7 4 .2 8 廃 止

刺 均 等 割 (〟) 1 9.2 1 1 7 .3 5 1 9 .8 8 1 9 .7 1 3 1 .5 0

合 平 等 割 (〟) l l.1 5 1 0 .1 4 1 0 .7 5 1 0 .1 9 1 0 .4 3

(注)昭和50年度より科制に移行
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(3)給　付　状　況

区 分 年 度
4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

}S /割 世 帯 数 (割 ) 7

7

7

7

7

7

7

7

7
付 合 家 族 ( 〟.)

療 諸 件 数 7 7 5 ,5 7 6 8 2 5 ,0 4 9 9 0 8 .0 6 1 9 0 1 ,0 8 2 9 1 7 ,8 9

養 費 費 . 網 {円 ) 3 3 5 5 ,0 1 9 ,7 0 4 4 3 6 4 ,6 3 1 ,6 9 5 5β9 3 ,9 9 4 ,6 2 1 7 ,7 6 1,5 6 6 ,5 0 3 9 2 5 5 2 5 5 ,8 3 9

助 件 数 2 ,0 5 6 2 .1 1 7 2 ,1 4 0 2 ,0 3 0 1 ,9 5 1

産 費 用 (円 ) 2 0 ,5 1 8 ,0 0 0 2 1 ,1 7 0 ,0 0 0 2 1 .4 0 0 ,0 0 0 3 9 ,4 6 0 ,0 0 0 7 6 ,2 0 0 ,0 0 0

費 ( 1 0 ,0 0 0 ) ( 1 0 ,0 0 0 ) ( 1 0 ,0 0 0 ) ( 2 0 ,0 0 0 ) ( 4 0 ,0 0 0 )

育 件 数 1,2 8 0 1 ,0 8 2 1 ,1 3 4 1 ,0 4 1 4 6 0

児 費 用 (円 ) 1 ,5 0 2 ,4 0 0 1 ,2 7 8 .6 0 0 1 ,3 2 1 ,4 0 0 1 ,2 0 9 ,6 0 0 5 4 8 ,0 0 0

費 ( 2 0 0 :× 6カ月 ) ( 2 0 0× 6九日) ( 2 0 0 × 6カ月 ) ( 2 0 0× 6胡 ) ( 2 0 0× 6カ月 )

葬 件 数 9 4 4 9 6 5 1 ,0 5 3 1 ,0 4 4 1 ,2 2 4

祭 費 用 (円 ) 1 ,8 8 8 -0 0 0 1 ,9 3 0 ,0 0 0 2 ,1 0 6 β0 0 2 ∫〉8 8 .0 0 0 5 ,5 4 7 ,0 0 0

s ( 2 ,0 0 0 ) ( 2 ,0 0 0 ) ( 2 ,0 0 0 ) ( 2 ,0 0 0 ) ( 5 ,0 0 0 )

醍 件 数 7 7 9 ,8 5 6 8 2 9 ,2 1 3 9 1 2 ,3 8 8 9 0 5 ,1 9 7 9 2 1,5 3 3

費 用 (円 ) 3,3 7 8 .9 2 8 ,1 0 4 4 3 8 9 ,0 1 0 ,2 9 5 5 ,7 1 8 ,8 2 2∫)2 1 7 ,8 0 4 ,3 2 4 ,1 0 3 9 3 3 7 ,5 5 0 ,8 3 9

はき施 件 数 5 4 ,3 8 8 5 9 ,2 8 7 5 6 ,1 2 8 5 8 ,8 8 7 5 9 ,2 2 2

珍 費 用 (円 ) 9 2 4 5 ,9 6 0 1 0 ,0 7 8 .7 9 0 1 0 ,1 6 3 .2 4 0 1 5 ,8 9 8 ,7 4 0 2 0 ,7 2 5 ,1 4 0
りう術 ( 1 7 0 ) ( 1 7 0 ) 昭4 8.4 ~ 1 2 ( 170)

昭4 9.1 ~ (2 20)
( 2 7 0 ) ( 3ち0 )

(注) ( )内は1件当り給付額.育児費は昭和5 0年度より廃止につき昭50.4. 1以前の給付権発隼分

(4)診療費・諸串

区 分 年 度
4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

受 診 率 (% ) 5 1 8 .8 8 5 3 7 .8 9 5 8 7 .5 8 5 8 5 .9 6 5 8 7 .8 2

1 件 当 り 日 数 4 .3 4 .3 4 .4 4 .3 4 .2

1 件 当 り 費 用 額 (円 ) 4 ,3 3 9 5 ,3 0 4 6 2 9 2 8 .6 6 3 1 0 ,1 9 6

1 人 当 り 費 用 飯 ( 〟 ) 2 2 ,5 1 4 2 8 ,5 2 7 3 6 ,9 7 0 5 0 ,7 6 4 5 9 ,9 3 4

1 人 当 り 受 診 日 数 2 2 2 3 2 6 2 6 2 5

1 日 当 り 費 用 顔 ( 〟 ) 1 ,0 1 6 1,2 3 8 1 .4 2 5 1 ,9 8 5 2 ,4 0 2

1 健 帯 当 り 費 用 額 ( 〟 ) 6 6 ,1 8 1 8 2 .5 2 6 1 0 5 ,2 8 0 1 4 2 ,4 6 1 1 6 7 ,2 4 8

出 生 率 ( % ) 1 .3 8 1 .3 9 1 .3 9 1 .3 3 1 .2 7

死 .亡 率 ( 〟) 0 .6 4 0 .6 3 0 .6 9 0 .6 9 0 .8 0

(5)納付組織

名　　称　国民健康保険会

観織数　610

加入状況100%

事務費(保険会長の事務費)

o当該月に係る保険料を当該月の1日から翌月の4日までに完納したとき、保険料領収書1枚

につき50円

o当該月に係る保険料を亜月の5日から翌月の1 0日までに完納したとき、領収書1枚につき2 5円
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11　匡I　民　年　金(昭和34年8月22日事業開始)

(1)拠出年金被保険者状況

年 度

区 分 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

被 強 制 加 入 者 7 1 ,7 1 7 6 4 ,7 5 2 6 4 ,7 1 8 7 1 ,6 5 7 7 4 ,8 9 7

煤

険
任 意 加 入 者 2 1 ,8 5 0 2 4 ,5 5 6 2 8 .6 5 3 2 6 ,4 6 7 2 8 .8 4 6

老 計 9 3 .5 6 7 8 9 ,3 0 8 9 3 .3 7 1 9 8 ,1 2 4 1 0 3 .7 4 3

保 免

険 除

法 定 免 除 者 3 .0 1 8 2 ,9 5 0 2 ,8 3 4 2 .8 9 0 3 ,1 0 8

申 請 免 除 者 4 ∫} 2 7 3 .7 3 6 3 ,1 2 2 2 ,7 2 9 2 .5 2 8

科 者 計 7 ,0 4 5 6 ,6 8 6 5 ,9 5 6 5 ,6 1 9 5 ,6 3 6

免 除 率 ( % ) 7 .5 7 .4 6 .3 5 -7 7 .5

(2)拠出制年金受給者及び支給年金額

年 度

区 分

4 8 4 9 5 0

受 給 者 年 金 額 受 給 者 年 金 叡 受 給 者 年 金 額

老 齢 年 金 1,4 7 5 1 9 1,7 6 4β 3 8 円 2 ,4 1 0
2 3 9 ,2 2 7,7 6 1 円

8 .8 0 1 1 ,4 5 4 ,2 8 2 ,0 9

通 算 老 齢 年 金 4 9 3 ,5 6 7 ,6 4 0 1 3 9 1 0 ,3 8 8 .3 7 3 2 8 4 2 2 ,7 1 4 2 4 8

障 害 年 金 2 4 5 6 6 ,9 6 0 ,0 0 0 2 9 6 9 3 ,7 6 2 3 6 0 3 4 1 1 3 0 ,8 3 0 ,9 0 0

母子.準 隆子年金 3 5 8 8 7 ,9 1 2∫} 0 0 3 6 2 1 0 2 ,7 8 7 ,6 8 0 3 6 2 1 2 4 ,7 2 5 ,6 0 0

遺 児 年 金 2 5 4 ,8 0 3 ,2 0 0 2 5 5 ,0 7 6 ,6 4 8 2 3 5 ,5 7 6 ,1 0 0

寡 婦 年 金 4 2 2 ,1 4 2 ,1 3 4 5 7 3 ,6 0 0 ,4 2 4 7 5 5β 6 5 ,0 8 1

計 2 ,1 9 4 3 5 7 ,1 4 9β 1 2 3 .2 8 9 4 5 4 ,8 4 3 -2 4 6 9 ,8 8 6 1 ,7 4 3 .9 9 4 ,0 2 5

(3)検認実施状況

区 分 . 年 度
4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

検 認 対 象 月 数 7 5 8 .5 9 7 7 8 1 ,4 1 1 8 2 1 ,1〕5 9 9 1 0 ,3 3 7 9 5 8 -9 6 0

検 認 実 施 月 数 7 5 3.4 4 0 7 8 2 ,8 9 6 8 0 7 ,0 7 1 8 6 0 ,2 7 6 9 0 9 ,5 1 9

前 納 月 数 2 .1 4 3 1 4 ,8 5 5 2 .1 3 9 8 1 0 5 7 7

検 認 率 (% ) 9 9 .6 1 0 0 .2 9 8 .6 9 4 .6 9 4 .9

(4)納　付　組　合(昭51.4.1現在)

納付組食設置数　　5 2 5組合

組　合　員　数　103,743人

組　　放　　率　　98%

手　数　料　　取扱い1カ月につき25円
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(5)福祉年金受給該当者状況

区 分 年 度
4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

老 齢 1 4 ,7 8 2
8 9 .2 %

1 5 ,7 2 7 8 9 .7 1 9 ,7 0 6
9 1 .4 %

1 9 ,3 5 5
9 0 .5 %

1 7 ,9 1 9
8 8 .8 %

障 害 1 ,6 6 1 1 0 .1 1,7 2 4 9 .8 1,7 8 5 8 .3 2 ,0 0 8 9 .4 2 2 3 2 l l .1

母 子 1 2 5 0 .7 8 5 0 .5 5 8 0 .3 3 2 0 .1 1 4 0 .1

準 母 子 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 1 6 ,5 6 8 1 0 0 1 7 ,5 3 6 1 0 0 2 1 ,5 4 9 1 0 0 2 1 ,3 9 5 1 0 0 2 0 ,1 6 6 1 0 0

(6)福祉年金受給状況

区 分

4 8 4 9 5 0

全額 支 給 一 部
支給

計 全 額 支給 宣菩 計 全 額支 給 逮 計

老

齢

件 数 18 ー5 1 6 1 5 1 1 8 .6 6 7 1 8 .1 9 9 1 5 9 1 8 .3 5 8 1 6 ,7 4 2 1 8 6 1 6 ,9 2 8

金 叡 (千ゆ 9 8 3 .8 8 8 4 3 4 2 9 8 8 ,2 3 0 1 ,5 9 7 ,9 2 2 7 ,5 9 2 1 ,6 0 5 ,5 1 4 2 ,4 1 0 ,8 1 2 1 5 ,3 8 8 2 ,4 2 6 2 0 0

悼

壁
lこ一

件 数 1 ,7 3 1 4 1,7 3 5 1 ,9 6 6 4 1 ,9 7 0 2 ,1 7 6 4 2 ,1 8 0

金 額 (干ゆ 1 5 5 ,7 3 0 6 6 1 5 5 ,7 9 6 2 6 0 ,3 8 8 1 3 2 2 6 0 ,5 2 0 4 5 0 ,2 1 6 5 3 7 4 5 0 ,7 5 3

母

千

件 数 5 2 1 5 3 2 6 o 2 8 l l 1 1 2

金 額 (千時 4 ,1 0 9 4 4 ,1 1 3 3 .1 0 1 8 3 3 .1 8 4 2 ,0 6 9 1 3 1 2 ,2 0 0

計
件 数 2 0 ,2 9 9 1 5 6 2 0 ,4 4 9 2 0 ,1 9 1 1 6 5 2 0 ,3 5 6 1 8 ,9 2 9 1 9 1 1 9 ,1 2 0

金額 (千時 1 ,1 4 3 .7 2 7 4 ,4 1 2 1 ,1 4 8 ▼1 3 9 1β6 1 ,4 1 1 7 ,8 0 7 1 ,8 6 9 ,2 1 8 2 β6 3 .0 9 7 1 6 ,0 5 6 2β7 9 ,1 5 3

12戸　籍・住　民

(1)各種人口登録数
(各年度3月3 1日現在)

年 度

区 分

4 9 5 0

本 庁 支 所 計 本 庁 支 . 所 計

住

氏

登

鍾

人

口

男 1 6 9 ,1 1 4 5 5 ,1 4 3 2 2 4 2 5 7 1 6 9 ,6 6 8 5 9 ,0 2 7 2 2 8 .6 9 5

女 1 8 4 ,1 6 2 5 9 ,6 6 3 2 4 3 .8 2 5 1 8 4 ,3 1 3 6 3 3 6 1 2 4 7 ,6 7 4

計 3 5 3 ,2 7 6 1 1 4 ,8 0 6 4 6 8 .0 8 2 3 5 3 .9 8 1 1 2 2 .3 8 8 4 7 6 ,3 6 9

世 帯 数 1 2 4 ,7 0 7 3 3 .2 5 8 1 5 7 ,9 6 5 1 2 6 ,0 9 2 3 5 ,5 5 5 1 6 1 .6 4 7

告 登

A サ

人 口 1∫) 8 3 1,0 8 3 1 .1 0 2 1 ,1 0 2

世 帯 数 4 8 0 4 8 0

醍

袷

人

口

消 費 3 5 3 .2 7 6 8 9 ,6 8 6 4 4 2 ,9 6 2 3 5 3 .9 8 1 9 7 ,0 1 0 4 5 0 ,9 9 1

生 産 4 ,9 0 1 1 9 ,6 0 7 2 4 ,5 0 8 2 4 ,3 6 6 2 4 ,3 6 6

計 3 5 8 .1 7 7 1 0 9 ,2 9 3 4 6 7 ,4 7 0 3 5 3 .9 8 1 1 2 1 ,3 7 6 4 7 5 ,3 5 7

也

帯

数

消 費 1 2 4 ,7 0 7 2 7 ,4 3 4 1 5 2 .1 4 1 1 2 6 ,0 9 2 3 0 ,0 3 8 1 5 6 ,1 3 0

生 産 1 ,0 2 6 3 .8 6 1 4 ,8 8 7 4 ,9 9 8 4 ,9 9 8

計 1 2 5 ,7 3 3 3 1,2 9 5 1 5 7 ,0 2 8 1 2 6 ,0 9 2 3 5 ,0 3 6 1 6 1 ,1 2 8
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園KISII JS昌凹Eli

年 度

区 分 .

49 5 0

本 庁 支 所 計 本 庁 支 所 計

戸

39

出 生 7,7 8 4 1,7 3 4 9 ,5 1 8 73 1 3 1,8 0 1 9,1 1 4

死 亡 2.4 4 8 4 6 7 2 .9 1 5 2.5 3 2 4 1 2 2 .9 4 4

婚 姻 3.5 2 8 7 5 2 4 ,2 8 0 3 .1 7 1 7 9 7 3.9 6 8

m 5 6 5 1 0 8 6 7 3 5 4 2 1 0 5 6 4 7

転 顛 1,2 5 4 3 5 5 1.6 0 9 1,3 1 1 4 0 3 1,7 1 4

認 知 8 4 9 9 3 7 8 4 8 2

養子 縁 組 2 2 9 4 6 2 7 5 2 1 4 5 7 2 7 1

養 子 離 縁 5 1 8 5 9 3 6 7 4 3

A 2 9 7 4 9 3 4 6 3 2 2 5 9 3 8 1

分 乗 6 1 6 6 7 5 5 7 6 2

そ の 他 5 2 8 1 4 7 6 7 5 5 4 9 1 4 1 6 9 0

計 1 6,8 2 9 3.6 8 1 2 0 ,5 1 0 1 6,1 2 3 3 .7 9 3 1 9.9 1 6

住

氏

登

蘇

転 入 1 9,6 4 3 4 ,4 9 0 2 4 .1 3 3 1 8.5 3 1 4 ,7 0 8 2 3 .2 3 9

転 出 1 9 ,0 4 7 3.9 2 1 2 2.9 6 8 1 7,4 4 9 4 ,0 0 3 2 1,4 5 2

転 居 2 1.2 4 0 6,4 9 9 2 7,7 3 9 1 9 ,2 3 1 6,9 3 0 2 6,1 6 1

そ の 他 15,2 6 9 1,4 2 8 1 6 .6 9 7 1 5 ,0 4 7 2 .4 4 6 1 7 .4 9 3

計 7 5,1 9 9 1 6 ,3 3 8 9 1,5 3 7 7 0 ,2 5 8 1 8 .0 8 7 8 8.3 4 5

印 新 規 14 3 6 6 4,7 2 7 1 9,0 9 3 1 5 ,1 3 6 5,4 7 0 2 0,6 0 6

SE 改 印 8.0 4 0 2.2 3 8 1 0,2 7 8 8.1 1 5 2.5 3 8 1 0,6 5 3

登

鍾

廃印その他 8.2 9 8 1,6 2 8 9 ,9 2 6 1 0 ,2 8 5 1,7 8 3 1 2 .0 6 8

計 3 0,7 0 4 8.5 9 3 3 9 ,2 9 7 3 3.5 3 6 9 ,7 9 1 A 3.3 2 7

外登 新 規 1 42 1 4 2 1 5 6 1 5 6

国

A M .

変更その他 1,5 9 7 1,5 9 7 1,0 5 1 1.0 5 1

計 1,7 3 9 1,7 3 9 1,2 0 7 1,2 0 7

(3)各種証明取扱枚数

区 分
本 庁 支 所 計

有 料 無 料 計 有 料 無 料 計 有 料 無 料 計

4 9

戸 顛 関 係 12 0 ,0 9 1 6 ,2 5 0 1 2 6 ,3 4 1 3 6 ,3 3 3 2月3 8 3 9 ,1 7 1 1 5 6 ,4 2 4 9 ,0 8 8 1 6 5 ,5 1 2

住 民 票 関 係 15 8 .0 1 1 5 ,9 4 6 1 6 3 .9 5 7 4 9 ,4 8 0 1 ,0 9 3 5 0 ,5 7 3 2 0 7 ,4 9 1 7 ,0 3 9 2 1 4 ,5 3 0

年
印 鍾 証 明 2 7 2 ,9 6 8 7 9 3 2 7 3 .7 6 1> 8 6 3 2 0 7 3 0 8 7 ,0 5 0 3 5 9 2 8 8 1 ,5 2 3 3 6 0 ,8 1 1

転 出 証 明.香 1 9 ,3 0 4 1 7 8 1 9 ,4 8 2 4 ,0 1 2 4 4 ∫)1 6 2 3 .3 1 6 1 8 2 2 3 .4 9 8

皮 その他 証明関係 1 8.5 5 2 2 ▼11 5 2 0 ,6 6 7 3 .5 2 1 1 6 5 3 .6 8 6 2 2 .0 7 3 2 .2 8 0 2 4 ,3 5 3

埋 火葬 許 可 証 2 .4 4 5 2 .4 4 5 4 4 1 4 4 1 2 .8 8 6 2 ,8 8 6

計 5 8 8 .9 2 6 1 7 ,7 2 7 6 0 6 ,6 5 3 1 7 9 ,6 6 6 5 2 7 1 1 8 4 ,9 3 7 7 6 8 .5 9 2 2 2 ,9 9 8 7 9 1 ,5 9 0

5 0

戸 東 関 係 1 1 9 ,0 0 1 7 2 9 7 1 2 6 ,2 9 8 3 9 ,3 7 8 1 .9 7 0 4 1 ,3 4 8 1 5 8 .3 7 9 9 2 6 7 1 6 7 ,6 4 6

住 民 票 関 係 1 6 9 ,2 4 7 6 ,9 0 6 1 7 6 ,1 5 3 5 8 ,2 4 5 1 .4 1 2 5 9 ,6 5 7 2 2 7 ,4 9 2 8 ,3 1 8 2 3 5 ,8 1 0

年
印 鑑 証 明 2 8 2 .6 5 0 7 4 1 2 8 3 .3 9 1 9 4 ,7 7 6 3 7 9 9 5 ,1 5 5 3 7 7 ,4 2 6 1 .1 2 0 3 7 8 .5 4 6

転 出 証 明 書 17 ,8 7 2 1 3 6 1 8 ▼0 0 8 3 .9 6 7 3 3 ,9 7 0 2 1.8 3 9 1 3 9 2 1 ,9 7 8

皮 =その他 証明関係 2 1,5 0 5 3 .4 6 0 2 4 ,9 6 5 4 ,1 7 0 1 7 1 4 3 4 1 2 5 ,6 7 5 3 .6 3 1 2 9 ,3 0 6

埋 火葬許 可証 2 .5 3 2 2 .5 3 2 3 9 4 3 9 4 2 .9 2 6 2 ,9 2 6

計 6 1 0 ,2 7 5 2 1 ,0 7 2 6 3 1 ,3 4 7 2 0 0 ,5 3 6 4 ,3 2 9 2 0 4 ,8 6 5 8 1 0 ,8 1 1 2 5 ,4 0 1 8 3 6 ,2 1 2
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13　住　民　組　織

(1)町内自治会の結成状況

年 学 校 区 自 治 会 (A ) m . n 文 書配 布 世 帯 数 (B )
類 配 柵 有 数 平 均 潜

ite i」 * (%

4 7 5 0 4 8 0 1 0 ,7 8 0 1 3 0 ,5 5 5 2 ′1 1 0 0

4 8 5 0 4 8 3 l l ,3 9 9 1 3 5 ,6 7 3 2 8 0 1 0 0

4 9 5 1 4 9 0 l l.4 4 0 1 3 9 ,6 5 3 2 8 7 1 0 0

5 0 5 1 5 0 3 1 1月 5 9 1 4 0 ,0 0 0 2 7 8 1 0 0

5 1 5 1 5 0 3 1 2 .5 0 0 1 4 5 ,0 0 0 2 8 8 1 0 0

(2)委託事務内容

広報紙(有政だより等)、回覧文書.一般文書(印刷文書)の配布事務

(3)文書配布委託料　　一世帯　年　240円

(4)補　助　金

o町内自治振興補助金として. PT内自治の振興を図り、健全な自治活動に資するための補助金であり、次

の基準により交付する

町 内 自 治 補 助 金 & m

2 0 0 世 帯 以下 の 町内 年 3 0,0 0 0 円

2 0 1 世 帯 以上 4 0 0 世帯 以 下 の町 内 3 5,0 0 0

4 0 1 世 帯 以上 の 町 内 4 0,0 0 0

o町内防犯煙補助金として.防犯壇を管理する町内自治会等の地域団体に対して、補助金を交付する

防犯虚数　51年度　約11,000度

補助基準1億把つき年額1,000円
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14　住居表示盤備事業実施状況
(昭51,4.1現在)

感 別
整 備 区 域 面 頒 :, .也 帯 数 L 臭 施 即 日I

1 次

景 子飼 町 西子 飼 町 井 川珊 町 北 千 反 畑

町 南 千 反 畑町 南 坪井 町 草 葉 町 上 林

町 城 東 町 上 通 町 水 道 町 手頃 本 町 J

安政 町 中央 街 花 畑 町 下 通 l T 目i 下

通 2 T 日 新 面魂 桜 町 辛 島 町 紺 屋今

町

K一

1 2 8

世 帯 .

6 ,5 7 6

m

4 0 . 4 . 1

2 次

妙 体寺 町 庫 井 1 ～ 3 丁 目 本 丸 千 葉 城

町 二 の丸 宮内 古城 町 古 京 町 新 町

l ㌣ 4 丁目

1.6 1 4 .6 9 5 4 0 .l l . 1

3 次
新 屋敷 1 ～ 3 丁 目

大 江 1 ~ 6 丁 目.
1.6 2 4 ,7 4 5 4 1 . 7 . 1

4 次

新 大江 1 ～ 2 丁目. 大 江 2 丁 目 ( 追 加 )

大 江本 町 白山 1 ～ 3 丁 目 岡 田町 菅 原

町 九 品寺 1 - 6 I S 本 荘 2 <- 4 T 目

南 熊 本 1 ～ 3 丁 目

1.9 7 8 ,8 3 8 4 2 . 7 . 1

5 次

本 荘 5 ～ 6 丁 目 南熊 本 4 ～ 5 丁 目 二 本 .

木 1 ~ 5 丁 目 .春 日 1 ～ 2 丁 目 .田 崎本 町 .
1.2 1 6 ,8 1 0 4 3ユ 1 . 1

6 次

由 町 i こl2 T 目. 弥 生 町 琴 平 1 ∴ 2 T 目 L

琴 平本 町 南 鹿本 5 丁 目 ( 追 加 ) 内坪 井

町 壷川 1 一一2 T 目 京町 1 ～ 2 丁 目 京

町 本 丁 上 熊本 1 ～ 2 丁 目 段 山 本 町 春

日3 ～ 5 丁目

2.3 3 8 ,1 4 7 4 4 . 8 . 1

7 次

水 前 寺 1 ～ 6 丁 目 水 師寺 公 園 神 水 1 丁

目 上 京塚 町 京 塚本町 九 品 寺 1 丁 目

( 追 加 ) 本 荘 1 丁 目

2 5 2 8 ,9 8 0 4 5 .1 0 . 1

8 次

坪 井 4 ～ 6 丁 目 薬園 町 子 飼 本 町 室 園 . 2 .8 4

l l ,2 3 2 4 7 . 4 一 1町 黒 髪 1 ~ 8 T 目 上 水 師 寺 1 ~ 2 T 目 ( 町 界 町 名変 東 .

? み 1 .6 5 )

9 次

(前 期 )

国 府 1 ∴ 4 丁 目 国 府本 町 出水 1 ～ 8 丁 2 .3 6

8 ,7 6 2 4 7 .1 2 . 1目 江 津 1 ～ 2 丁 目 八 王 寺 町 萩 原 町 ( 町 界 町 名変 吏

の み 等.2 2 )

9 次

後 顛 )

神 水本 町 湖 東 1 ～ 3 丁 目 新 生 l ～ 2 丁 2 .6 7

8 ,8 8 8 4 8 . 8 . 1目 水 源 1 ～ 2 丁 目 栄町 南 町 広末 町 . ( 町界 町 名 変更

若 美 1 ～ 6 丁 目 . のみ 0.l l )

l o 訳

津 浦 町 田町 稗 田町 池 田 1 ～ 4 丁 目 7.5 3

1 4 ,9 6 5 4 9 .1 0 . 1池 亀町 花園 1 ～ 7 丁 目 上 熊 本 3 丁 目 ( 町 界 町 名変 更

島崎 1 ～ 7 丁 目 戸 坂 町 の み 6.0 6 )

1 .1 次

新 大 江 3 丁 目 神 水 2 丁 目. 尾 ノ上 1. 2 丁

目 錦 ケ 丘 健軍 1. 2 .4 .5 丁 目 清 水 本 町

清 水東 町 清水 亀 井 町 八景 水 谷 1. 2 丁 目

3 .8 7 1 0 ,6 6 8 5 0 .1 0 . 1

1 2 次
出水 町 国府 健軍 町 大江 町 大 字渡 鹿

1.2 1
5 1.1 0 . 1

保 EE]珪本 町 の 各l- 部 (予 定 )
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15　交通安全対策

(1 )交通安全対策事業

ア　交通安全教育の普及徹底

安全教育

学校,町内会、各種団体において,講演会、映写会、座談会、実技指導を年間を通して実施している。

交通指導鼻勧度

昭和44年10月1日に発足し、現在委嘱されている交通指導員数は240人で、 1日、 10日、 20

日の交通安全の日及び春秋の交通安全運動期間中、朝の通学通園時に街頭指導を行うとともに地域における

中核的指導者として交通安全に関する諸活動の指導にあたる。

待　遇

o無報酬で年間2.0 0 0円程度の記念品を贈る

o装備品の貸与-夏冬服上下・旗・苗・胸章・腕章・手袋・市章ワッペン・雨衣・帯革・-ルメット

o公務災害の補償を通用する、

交通安全運動の推進

春秋の全国交通安全運動にとどまらず、年間を通じて季節的事故防止運動を推進しているo

o交通安全対策車による呼びかけ,市政だより・パンフレットの配布、ポスター・懸垂幕・写真・標語

の掲示等による広報活動

o現地検討会、巡回J<トp -ル、演劇会等交通安全に関する一連の催物

o安全教育の集中的実施

母の会の結成

母親に一家の交通事故防止の主役的役割をはたしてもらうため、各地域ごとに交通安全母の会の結成を

[サ」2a>

結　成　数

12グノレープ

主な活動

o母親が交通ルールやマナーを身につけるための交通安全学智会を開催

o家族の交通安全について,母親がリーダーシップをとり,時にふれ注意を促す

o地域の交通安全活動について率先L～参加協力する

イ　道路環境の整備促進

市民の交通安全施設設匿要望の総合窓口となり、要望の早期実現のため、関係機関に錬魅的に働きかけ

市民と関係散開のJtイブ役を果たすとともに現在ほ、スクールゾーン内の交通安全施設の整備に特に力を入

れ、関係機関と一体となって取り組んでいる。

り　救済活動

交通事故による被災者を救済するため、交通災害共済事業及び交通事故相談所を開設。

-98-



エ　交通遺児援助基金の設立

昭和4 8年度から交通遺児で、小学校.中学校に入学するものに就学援助金を支給するため総額1,06 4

万円の基金を積立てている。

オ　市営花畑駐車場

所　在　地

経営主体

開設年月

総　工　費

規　　　模

総　面　鏡

収容台数

駐車料金

営業概要

熊本市花畑町4番18号

熊本市

昭和47年1月

77,000千円

鉄筋コンク17-ト構造.地下1階.地上1階

2,568ォf

82台(監i1

41宝

料金 区 分 車 両 区分 普 通 自動 車

/ト塾 自動 車
軽 自 動 車 .

普 通 料 金
基本料金 3 0分 未満

1 0 0 I'] 5 0 円

超過料金 3 0分以上3 0分につき 5 0 5 0

特 別 料 金 S o 介 2 5 2 0

(荏)普通科金一・・.午前8時から午後1 1時までの間に入庫し、出庫するもの

特別料金一・・年後5時以降に入庫し、翌日の午前5時から午前8時までの間に

出庫するもの

(昭和50年度)

区 分 車 両
普 通 自動 車 馨 自 動 車 合 計

台 数 (台) 1 0 3.4 6 6 2 7,5 3 8 1 3 1,0 0 4

収 入 (円) 3 0,7 2 9 .2 5 0 6,2 0 3.3 9 0 3 6,9 3 2 .6 4 0

1台当 り平均収入(円) 2 9 7 2 2 5 立8 1

力　救済事業の拡充強化

交通事故相談　昭和4 2年7月開設、相談事項に応じた解決法を教示していたがし4 7年4月新たに

事故相談所を開設し.専門相談員Z名による毎日の相談業務のほかに毎週木曜日に

は弁護士を招き法律上の特別相談を行っている。
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交通事故相談件数

年 件 数
内 訳 利 用 者

蝣& % 加 害 者 市 内 県 内 県 外

4 6 3 4 1 2 8 7 5 4 3 0 6 3 1 4

4 7 9 5 1 7 6 3 1 8 8 8 6 9 7 6 6

4 8 8 2 5 4 8 5 1 4 8 7 6 1 6 3 1

4 9 5 5 1 4 0 1 1 5 0 5 0 9 4 2 0

5 0 6 5 3 5 0 0 1 5 3 6 0 6 4 7 0

相談内容別件数

相

読

賠

償

賠 過

失

示 示 . 倭

ft

自 労 訴 身 生 福 ( 昭
各

和 50 年

隻

皮 )

そ

の

他

口

.

談 忠 災 . 喜久
計

m
償 後 ロ

煤 礼 -
si

体
障

礼 援 読

貴
m

∩ の
の
変 不 険

請

会
保

侍
の

育
の

の
施

設
m
捕

に
よ

内

容

荏

者

寡

定

程

皮

仕

方

吏
戟
消

履

行

J1
求

等

険
倭
用

刺

用

更

生

維

持

刺

用

置
刺
用

る
応
接

m
談
件
数

1 6 5 5 2 7 2 6 1 l l 3 1 4 9 3 0 6 5 0 2 1 3 3 1 5 3 0

(2)交通安全施設等設置状況

年 度

工 種

4 6 4 7 4 8 4 9 5 0

延 長 又

は カ所
事 業 費 延 長 又

は カ所
* * e 延 長 又

は カ所
事 業 費

箆 膏 義
事 業 費 延長 又

は カ所
事 業 費

歩 道

横 断 歩 道 嘩

道 路 照 明

防 護 柵

中 央 分 離 帯

交 差 点 改 良

視 巨 改 良

区 画 線

6,6 5 1 m

3.0 0 1 m

l l.9 8 0 m

千円
60,0 2 0

8一6 7 i

1,2 5 0

8 1 4

5,5 19.2 m

3′9 7 0.5 m

1 カ 所

2.9 5 0皿

2 0 8基

千円
5 7.9 6 0

l l,0 4 0

4 0 0

6 4 0

L Z 6 2

1 13 9 4.4 5m

1 2基

7,3 5 7.9.m

1 カ 所

18,8 9 7.9m

千円
1 0 5.3 0 8

1.6 0 0

1 2.4 5 0

2.1 9 4

4,8 0 0

7.1 3 1.9 m

2カ所

3,9 0 3.8 m

1 カ所

10,7 3ォm

千円
8 2.7 0 3

7.1 4 8

1 7,27 6

1,7 7 5

3.2 2 4

8,2 9 6m

2 q基

4′6 9 9 m

1 カ所

2 カ 所

19,8 6 6 m

千円
9 7.6 8 0

3,0 5 0

2 9,9 1 7

3,1 0 0

3′2 2 8

5.6 0 0

ノミス 停 車 帯

道 路 標 識
(71芸濃

付 変更 )

1 カ 所

9 Si

2.7 8 1

1 6 9 0

1 カ所

7 1華

4 カ所

59 6.5m

4,5 2 8

3.7 0 0

9.8 7 6

8,6 7 3

1 カ所

8 基

12 0

4 0 0

遠 慮 反 射 鏡

歩 道 舗 姦

視 線 誘 道 標

踏 切 構 造改 良

自 転 車 道

5 0*

1カ所ニ

1,4 7 4

7 7 0

8 7-fer

4 カ 所

3.2 5 7

4.0 8 9

1 6 9基

3 カ所

5 73 m

4,4 3 8

2,4 4 2

6,3 0 8

計
- 7 3,0 0 5 - 7 8.6 4 8 - 1 3 2.9 1 3 - 1 3 8.9 0 3 - 1 5 6.2 8 3
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(盛)交通災害共済事業

施行年月日　　昭和43年4月1日

方　　　式　市　直　営

共済期間　加入日の翌日から翌年3月31日まで(年度区分)

ア　加入状況

年 度 区 分 加 入 者 会 費 収 入

4 6 7 0.8 5 2
3 3.0 9 9.1 2 5 円

4 7 6 2.1 8 0 2 9,1 0 1,0 5 5

4 8 6 4,9 8 0 3 0,4 0 2 .0 1 0

4 9 7 0,9 7 5 3 3,2 0 1,6 0 0

5 0 7 8 .3 9 7 3 6 ,6 6 8▼3 5 0

(注) 5 0年度加入老中会費免除(生保) 3 5人を含む

イ　会　費　　　　　　　　　　　　　　(昭45.4.1改正)

共 済 期 間 中学生以下 舵

4 月1 日から翌年3 月3 1 日まで

円

3 6 5

円

5 0 0

7 月l Elから翌年3 月3 1 日まで 3 0 0 4 2 0

1 0 月1 日から翌年3月3 1 日まで 2 4 0 3 4 0

1月1 日から 3月3 1 日まで 1 8 0 2 6 0

(注)生活保護を受けている者の加入は会費免除(共済見舞金は面負担)

ウ　共済見舞金
(昭51.4.1改正)

等 級 傷 害 の 程 度

共 済 見 舞 金 基 準 親

入 院 通 院

1 死 亡 した 場 合 . 7 0 0,0 0 0 円以 内 7 0 0,0 0 0 円以 内

2 全 治 6 カ月 以上 の傷 害 を うけた 場 合 1 2 0,0 0 0 〝 8 0,0 0 0 〝

3 全 治 5 〝 1 0 0,0 0 0 〝 7 0,0 0 0 〝

4 全 治 4 〝 7 0,0 0 0 〝 5 0 ,0 0 0 〝

5 全 治 3 〝 5 0,0 0 0 〝 3 0,0 0 0 〝

6 全 治 2 〝 3 5,0 0 0 〝 2 0,0 0 0 〝

7 全 治 1 〝 2 0 ,0 0 0 〝 1 0,0 0 0 〝

8 全 治 1 カ月 未 満 の傷 害 を うけた 場 合 1 0,0 0 0 〝 6 ,0 0 0 〝

( た だ し、 1 週 間未 満 Cl)入院 の場 合 lも 通院 とみ

な す )

(注)会員以外の者(面内居住)が交通事故により死亡したときは.弔敵見舞金5,0 0 0円(両負担)

を支払う
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エ　給付状況
(昭和50年度)

等 級 見 舞 金 額 件 数 支 給 金 額 .

1
千円

6 0 0 9

千円

5,3 0 0

2
入 院 1 2 0 1 0 1 ,2 0 0

通 院 8 0 2 1 6 0

3

入 院 1 0 0 9 9 0 0

通 院 7 0 5 3 5 0

4

入 院 7 0 7 4 9 0

通 院 5 0 1 6 7 7 0

5

入 院 5 0 3 7 1 .8 1 5

通 院 3 0 3 1 9 1 4

6

入 院 3 5 6 1 2 .1 3 5

通 院 2 0 6 0 1 .1 7 4

7

入 院 2 0 1 0 3 2 .0 6 0

通 院 1 0 1 6 5 1 , 6 4 4

8

入 院 1 0 9 5 9 5 0

通 院 6 2 8 2 1 ,6 9 2

弔 慰 見 舞 金 5 1 5

計

入 院 3 3 1 1 4 ,8 5 0

通 院 5 6 1 ;,7 i 5

計 8 9 2 2 1 , 5 6 5

(4)市内交通事故の推移

区 分

年

人 身 事 故 死 者 負 傷 者

実 数 指 数 * m 指 .数 実 数 指 数

4 6 5 ,4 5 0 1 0 0 4 3 1 0 0 6 ,8 3 2 1 0 0

4 7 5 ,0 7 3 9 3 4 8 1 1 2 6 ,3 9 1 9 4

4 8 4 ,1 8 1 7 7 5 1 1 1 9 5 ,1 5 6 7 5

4 9 3 .1 8 2 5 8 3 3 7 7 3 .9 0 2 5 7

5 0 3 .3 4 9 6 1 2 5 5 8 4 ,1 0 9 6 0

-102-


